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天
保
～
嘉
永
期
の
福
井
藩
財
政
改
革
に
つ
い
て

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

本
稿
は
天
保
～
嘉
永
期
（
一
八
三
〇
～
五
三
）
に
お
け
る
越
前
福
井
藩
の
財

政
改
革
を
確
認
し
、そ
の
特
長
と
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

一
般
に
福
井
藩
は
幕
末
期
に
す
ぐ
れ
た
藩
政
改
革
を
実
施
し
て
成
果
を
あ

げ
、そ
れ
を
背
景
に
維
新
変
革
に
独
自
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
起
点
と
な
っ
た
の
は
若
年
の
藩
主
松
平
慶
永
を
擁
し
た
革
新
的

側
近
の
中
根
雪
江（

１
）（

七
〇
〇
石
、
寄
合
席
）
等
で
あ
り
、
か
れ
ら
が
危
機
的
状

況
に
あ
っ
た
財
政
改
革
を
成
功
に
導
い
た
と
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
財
政
改
革
に
関
し
て
は
具
体
的
な
実
証
的
研
究
は
ほ
と
ん

ど
実
施
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
公
開
・
公
刊
さ
れ
た
史
料
が
限
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
長
い
間
戦
前
に
刊
行
の
『
福
井
県
史 

第
二
巻
藩
政
時
代
』（
福
井
県
、

一
九
二
一
年
）
の
記
述
に
頼
る
の
が
実
状
で
あ
っ
た
。
戦
後
も
一
九
七
〇
年
代

半
ば
ま
で
は
確
か
な
実
証
な
し
に
解
釈
や
理
論
化
が
試
み
ら
れ
て
い
た（

２
）。

　

と
こ
ろ
が
一
九
七
七
年
、
新
た
な
史
料
を
駆
使
し
た
伝
記
が
発
刊
さ
れ
た
。

伴
五
十
嗣
郎
氏
著
『
中
根
雪
江
先
生（

３
）』

で
あ
る
。
伴
氏
は
そ
こ
で
、
中
根
等
の

慶
永
側
近
が
天
保
～
弘
化
（
一
八
三
〇
～
四
七
）
期
に
財
政
改
革
を
実
施
し
、

大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
と
し
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
松
平
家
関
係
の
史
料
を
多

用
し
、と
り
わ
け
中
根
が
明
治
九
年（
一
八
七
六
）に
脱
稿
し
た「
奉
答
紀
事
」（
松

平
文
庫
・
福
井
県
文
書
館
保
管
）
を
積
極
的
に
利
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か

も
同
史
料
は
三
年
後
に
伴
氏
の
解
説
を
付
し
て
翻
刻
・
出
版
さ
れ
、
新
た
な
幕

末
史
研
究
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た（

４
）。

　

そ
れ
ら
に
加
え
更
に
多
く
の
史
料
を
用
い
て
新
た
な
視
点
を
提
起
し
た
の
が

高
木
不
二
氏
に
よ
る
「
越
前
藩
天
保
・
弘
化
改
革
試
論（

５
）」

で
あ
る
。
氏
は
幕
藩

制
国
家
の
解
体
過
程
の
中
で
福
井
藩
が
ど
の
よ
う
な
歩
み
を
辿
り
維
新
変
革
に

関
わ
っ
た
か
を
究
明
す
べ
く
、
当
該
期
の
財
政
改
革
と
改
革
派
の
出
現
に
焦

点
を
あ
て
た
。
そ
の
結
果
、
天
保
一
四
年
の
札
所
改
革
に
加
え
、
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
一
一
月
の
新
規
銀
札
引
替
に
よ
っ
て
「
財
政
再
建
と
藩
札
の
整

天
保
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嘉
永
期
の
福
井
藩
財
政
改
革
に
つ
い
て
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理
を
中
心
」
と
し
た
施
策
が
一
定
の
成
果
を
得
た
と
し
た
。
併
せ
て
「
藩
主
を

中
軸
と
し
て
家
臣
団
の
集
権
的
再
結
集
」
が
は
か
ら
れ
、「
改
革
派
」
の
立
場

か
ら
藩
政
が
掌
握
さ
れ
た
と
そ
の
意
義
を
説
明
し
た（

６
）。

　

よ
う
や
く
幕
末
福
井
藩
の
出
発
点
が
明
確
に
な
り
維
新
へ
の
展
望
が
可
能
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
も
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
、
財
政
の
問
題
を
天
保
期
か
ら

嘉
永
期
に
ま
で
広
げ
て
検
討
を
加
え
、
幕
末
福
井
藩
の
起
点
を
よ
り
明
確
に
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
　
　

一　

松
平
慶
永
の
襲
封
と
藩
財
政

　

松
平
慶
永
は
、三
卿
田
安
斉
匡
の
八
男
に
生
ま
れ
た
。
天
保
九
年（
一
八
三
八
）

九
月
四
日
、
台
命
に
よ
り
一
一
歳
で
越
前
松
平
家
の
養
子
と
な
り
、
一
〇
月
二

日
襲
封
し
て
第
一
七
代
福
井
藩
主
と
な
っ
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
聡
明
の
声
高
く

将
来
を
期
待
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
、
領
知
高
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に

三
二
万
石
（
込
高
を
加
え
三
三
万
七
三
九
九
石
余
）
と
な
っ
て
、
以
後
廃
藩
ま

で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

福
井
藩
松
平
家
は
徳
川
将
軍
家
と
の
血
縁
と
家
門
筆
頭
と
し
て
の
家
格
を

誇
っ
て
き
た
が
、
時
の
進
展
と
と
も
に
藩
財
政
が
悪
化
し
、
一
九
世
紀
に
入
る

と
莫
大
な
借
財
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
加
え
て
天
保
期
（
一
八
三
〇

～
四
三
）
に
は
い
わ
ゆ
る
天
保
飢
饉
が
起
こ
り
、
財
政
は
極
度
に
逼
迫
し
藩
政

は
混
乱
し
た
。

　

対
し
て
藩
当
局
は
早
く
か
ら
農
民
に
過
重
の
年
貢
を
求
め
、
ま
た
商
品
作
物

及
び
そ
れ
ら
の
流
通
に
課
金
し
、
更
に
家
臣
団
へ
の
借
米
、
領
内
あ
げ
て
の
倹

約
強
制
等
で
凌
い
で
き
た
。
加
え
て
銀
札
を
発
行
し
て
領
内
流
通
を
藩
銀
札
に

限
ら
せ
正
金
不
足
を
補
っ
て
き
た
。
だ
が
そ
れ
で
も
財
政
不
足
は
増
え
る
一
方

で
、
そ
の
た
め
豪
商
・
豪
農
層
に
対
す
る
御
用
金
・
調
達
金
、
幕
府
公
金
や
三

都
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
大
名
貸
か
ら
の
借
用
金
に
頼
り
、
そ
れ
ら
も
天
保
期

に
は
限
界
に
達
し
て
い
た
。
慶
永
が
襲
封
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
積
年
の
財
政

危
機
の
真
最
中
、
か
つ
天
保
飢
饉
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
直
後
だ
っ
た
。

　

当
時
、
越
前
国
内
に
は
丸
岡
・
大
野
・
勝
山
・
鯖
江
の
各
藩
領
の
ほ
か
、
幕

領
や
他
国
に
本
拠
を
置
く
所
領
が
錯
綜
し
、
い
ず
れ
も
福
井
藩
経
済
と
の
結
び

つ
き
を
深
め
、
こ
れ
ら
の
各
領
民
も
福
井
銀
札
を
使
用
し
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
福
井
藩
の
財
政
と
流
通
不
安
は
他
領
民
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
や
が

て
天
保
一
〇
年
、
福
井
藩
へ
の
公
然
と
し
た
批
判
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
声
は
幕

府
本
保
（
越
前
市
）
役
所
か
ら
美
濃
高
山
郡
代
所
を
経
て
幕
府
勘
定
所
に
届
き
、

丸
岡
藩
か
ら
も
幕
府
へ
届
け
が
あ
っ
た
。
す
る
と
同
年
一
二
月
六
日
、
幕
府
老

中
水
野
忠
邦
か
ら
福
井
藩
へ
厳
し
い
書
付
が
下
さ
れ
た（

７
）。

　

福
井
藩
が
北
陸
街
道
や
三
国
湊
の
諸
産
物
出
入
り
を
自
領
・
他
領
の
区
別
な

く
統
制
し
、
加
え
て
口
銭
を
独
善
的
に
定
め
て
利
益
を
得
、
ま
た
藩
発
行
銀
札

の
両
替
が
停
滞
し
、
他
領
民
に
損
害
を
与
え
て
い
る
と
厳
し
く
叱
責
す
る
内
容

で
あ
る
。
今
後
は
陸
路
を
含
む
諸
産
物
運
送
に
迷
惑
を
与
え
ず
、
口
銭
は
据
え

置
く
こ
と
、そ
れ
に
銀
札
相
場
で
両
替
希
望
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
伝
え
、

守
れ
な
い
な
ら
厳
重
の
「
沙
汰
」
に
及
ぶ
と
の
警
告
で
あ
っ
た
。

　

幕
府
の
指
示
に
藩
は
あ
わ
て
た
。
翌
年
に
入
る
と
早
速
そ
れ
ま
で
藩
を
取
り

仕
切
っ
て
き
た
家
老
松
平
主
馬
を
罷
免（

８
）し

、
一
方
、
三
国
湊
の
三
国
与
之
祐（

９
）を

札
所
元
締
に
任
じ
て
札
所
体
制
を
強
化
し
、
同
元
締
共
に
調
達
金
を
課
す
る
と



3

本
川　

天
保
～
嘉
永
期
の
福
井
藩
財
政
改
革
に
つ
い
て

と
も
に（

（（
（

、
三
月
に
は
領
内
町
・
在
に
も
同
様
に
調
達
金
を
命
じ
た（

（（
（

。「
公
辺
よ

り
御
沙
汰
」
が
あ
っ
た
か
ら
期
限
を
四
月
二
日
ま
で
に
と
の
性
急
さ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
更
に
大
き
な
問
題
が
起
こ
っ
た
。
同
年
八
月
二
五
・
二
六
の
両

日
、
本
保
役
所
支
配
下
村
々
の
百
姓
た
ち
が
大
勢
で
藩
札
所
へ
押
し
か
け
て
き

た
の
で
あ
る
。
藩
の
銀
札
両
替
の
停
滞
、
そ
れ
に
三
国
湊
の
津
留
あ
る
い
は
口

銭
値
上
げ
等
で
年
貢
上
納
に
必
要
な
金
納
分
の
正
金
確
保
が
で
き
な
い
と
怒
り
、

解
決
を
求
め
る
も
の
だ
っ
た
。
事
前
に
用
意
さ
れ
た
計
画
的
な
行
動
で
、
一
部

の
百
姓
た
ち
は
高
山
郡
代
所
へ
向
か
い
、
更
に
江
戸
の
幕
府
老
中
へ
駕
籠
訴
を

行
っ
た（

（（
（

。

　

同
年
一
二
月
、
老
中
水
野
忠
邦
か
ら
再
び
叱
責
の
書
付（

（（
（

が
下
っ
た
。
今
度
は

札
所
の
両
替
停
滞
と
共
に
、
そ
れ
以
前
に
藩
が
幕
府
へ
届
け
た
銀
札
額
よ
り
は

る
か
に
多
額
の
銀
札
を
発
行
し
て
い
る
と
の
情
報
を
も
と
に
過
札
停
廃
を
迫

り
、
か
つ
他
藩
・
他
領
民
か
ら
の
両
替
に
応
じ
る
よ
う
求
め
る
内
容
で
あ
る
。

　

藩
と
し
て
は
何
ら
弁
解
で
き
な
か
っ
た
。
翌
一
二
年
正
月
五
日
、
札
所
元
締

共
を
呼
ん
で
幕
府
が
指
摘
し
た
過
札
問
題
を
解
決
し
「
本
保
初
御
領
主
方
江
も

御
和
融
」
を
図
り
た
い
と
告
げ
、
そ
の
た
め
の
趣
法
を
立
て
る
の
で
協
力
す
る

よ
う
伝
え
た（

（（
（

。
そ
の
上
で
二
月
一
三
日
に
は
金
一
両
一
〇
五
匁
に
固
定
す
る
と

触
れ
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
レ
ー
ト
で
札
所
両
替
の
安
定
を
は
か
っ
た
。

　

こ
う
し
て
改
革
の
か
た
ち
を
内
外
に
示
し
つ
つ
、
四
月
五
日
、
月
番
家
老
岡

部
左
膳
（
長
直
）
が
新
た
な
改
革
趣
法
を
発
表
し
た
。
家
中
・
領
民
に
対
し
て

そ
れ
ま
で
の
調
達
銀
等
を
中
止
し
、
今
後
一
〇
か
年
に
わ
た
る
上
納
銀
（
一
〇

年
日
掛
り
趣
法
）
と
倹
約
締
り
を
布
達
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

町
・
在
分
は
四
月
二
三
日
に
ま
と
め
て
新
趣
法
実
施
の
具
体
的
な
指
示
が
出

さ
れ
、
今
年
分
の
新
上
納
銀
割
当
額
が
示
さ
れ
た
。
計
一
四
一
三
貫
五
〇
〇

匁
（
一
両
一
〇
五
匁
な
ら
約
一
万
三
四
六
二
両
）、
そ
れ
を
一
〇
年
間
継
続
す

る
と
い
う（

（（
（

。
城
下
町
方
で
は
早
速
六
月
に
割
付
が
始
ま
っ
た
。
実
は
前
年
四

月
、
藩
は
高
額
の
調
達
金
を
城
下
に
命
じ
て
い
た
。
そ
の
と
き
は
町
方
全
一
一

組
と
町
内
地
方
に
対
し
八
〇
五
貫
匁
、
町
方
在
住
札
所
元
締
一
〇
人
へ
は
別
途

二
〇
〇
〇
貫
匁
、
計
二
八
〇
五
貫
匁
と
い
う
割
当
て
だ
っ
た
。
そ
れ
が
改
ま

り
今
度
は
町
方
だ
け
で
二
〇
五
貫
匁
余
と
札
所
元
締
八
人
へ
四
七
貫
匁
、
計

二
五
二
貫
匁
余
ず
つ
を
以
後
一
〇
年
間
上
納
さ
せ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
い
ず
れ
に
し

て
も
金
額
は
莫
大
な
が
ら
、
割
付
方
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
藩
は
定
見
を
持

た
ず
恣
意
的
に
金
額
や
調
達
対
象
の
人
数
の
み
増
や
し
て
命
じ
た
ら
し
い
。
そ

れ
を
今
度
は
「
御
家
中
初
被
仰
出
候
大
法
」
だ
と
称
し
、
家
中
及
び
諸
役
人
か

ら
領
民
一
般
に
伝
え
る
よ
う
申
し
渡
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
趣
法
の
件
で
は
、
先
に
発
表
が
あ
っ
た
四
月
五
日
の
時
点

で
、新
た
な
人
事
が
あ
っ
た
。
即
ち
そ
の
日
、前
年
側
用
人
と
な
り
上
府
中
「
御

勝
手
御
用
取
調
掛
り
」
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
天
方
孫
八
（
四
五
〇
石
、寄
合
席
）

と
、
一
か
月
前
の
三
月
一
一
日
に
「
御
用
人
其
儘
御
勝
手
掛
り
」
と
な
っ
た
中

根
雪
江
、
そ
れ
に
四
人
の
御
奉
行（

（（
（

を
新
規
に
「
御
趣
法
掛
り
」
に
任
じ
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
ち
ら
は
前
述
の
同
月
二
三
日
の
こ
と
だ
が
、
家
老
岡
部

か
ら
「
御
勝
手
掛
り
」
中
根
へ
書
付
が
渡
さ
れ
た
。 

藩
の
緊
縮
策
に
つ
い
て
、

身
分
や
家
格
を
か
さ
に
不
当
な
横
や
り
を
入
れ
る
者
が
あ
る
と
し
、
今
後
す
べ

て
中
根
の
「
申
達
」
で
一
貫
さ
せ
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
で
あ
る
。
中
根
に
専
権

を
付
与
し
て
新
趣
法
の
遂
行
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
一
挙
に
調
達
金
が
集
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
各
地
か
ら
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再
び
不
穏
の
声
が
上
が
る
気
配
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
藩
は
一
〇
月
一
六
日
に
家

老
狛
木
工
（
道
孝
）
と
本
多
筑
後
（
成
允
）
を
「
御
札
所
掛
り
」
に
任
じ
た
。

中
根
た
ち
と
は
独
立
し
て
思
い
切
っ
た
対
策
を
と
る
よ
う
期
待
し
た
の
で
あ

る（
（（
（

。

　

本
多
た
ち
は
翌
一
三
年
春
、
御
奉
行
を
大
坂
へ
遣
わ
し
、
八
月
、
同
地
の
藩

館
入
の
豪
商
加
嶋
屋
武
兵
衛
な
ど
に
資
金
保
証
を
頼
み
、
一
挙
に
通
用
銀
札
の

縮
小
策
に
出
た
。
八
月
一
五
日
、
札
所
の
両
替
相
場
が
不
安
定
で
迷
惑
を
か
け

る
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
銀
札
を
新
札
銀
に
交
換
す
る
と
領
内
に
触
れ
、
公
領

や
近
隣
各
藩
へ
も
通
知
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
実
情
は
仰
天
す
る
も
の
で
、

現
在
通
用
中
の
銀
札
を
半
額
で
新
銀
札
に
交
換
し
、
そ
れ
に
よ
り
幕
府
か
ら
咎

め
ら
れ
た
過
札
を
整
理
し
両
替
も
安
定
さ
せ
る
と
の
、
銀
札
利
用
者
の
立
場
を

無
視
し
た
趣
法
で
あ
る（

（（
（

。

　

当
然
な
が
ら
内
外
に
大
き
な
批
判
の
声
が
上
が
っ
た
。
中
根
雪
江
は
「
人
民

所
持
之
銀
札
、
不
言
し
て
半
減
之
苛
法
」
と
断
じ
、
城
下
の
札
所
元
締
で
米
問

屋
の
山
口
彦
三
郎
は
「
身
上
半
分
ニ
相
成
申
候
、
当
家
な
と
ハ
別
而
銀
札
計
の

取
扱
ニ
て
殊
の
外
迷
惑
仕
候
」
と
同
家
家
譜
で
吐
露
し
て
い
る（

（（
（

。

　

幕
府
勘
定
所
へ
も
伝
わ
り
、
や
が
て
一
一
月
、
藩
へ
説
明
を
求
め
て
き
た
。

過
分
の
銀
札
発
行
や
こ
の
件
で
の
百
姓
一
揆
の
可
能
性
を
問
い
、
丸
岡
藩
が
自

領
三
国
湊
滝
谷
出
村
か
ら
出
す
廻
米
へ
の
影
響
の
有
無
な
ど
も
返
答
せ
よ
な
ど

と
あ
る（

（（
（

。
翌
月
二
四
日
に
は
再
通
達
が
届
い
た
。
新
札
発
行
は
過
札
に
あ
た
る

と
断
じ
、
と
に
か
く
「
新
古
ニ
不
拘
銀
札
相
場
一
様
ニ
い
た
し
国
中
平
穏
ニ
不

被
取
計
候
而
者
不
相
済
」
と
の
い
っ
そ
う
厳
し
い
内
容
で
あ
る（

（（
（

。

　
　
　

二　

苦
難
の
財
政
改
革

　

１
、
天
保
一
四
年
、
高
山
郡
代
と
の
協
議

　

天
保
一
三
年
八
月
の
新
札
趣
法
が
幕
府
か
ら
白
紙
撤
回
に
近
い
指
示
を
受
け

た
こ
と
で
藩
重
役
は
狼
狽
し
た
。
翌
一
四
年
二
月
、
札
所
奉
行
を
高
山
郡
代
豊

田
藤
之
進
（
友
直
）
の
も
と
に
派
遣
し
、
新
札
交
換
が
す
で
に
六
割
以
上
に
達

し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
妥
協
策
を
探
ら
せ
た
。
す
る
と
豊
田
は
批
判
的
な
が

ら
藩
の
窮
状
を
解
し
た
よ
う
で
あ
る
。
半
年
ほ
ど
後
に
は
必
ず
両
替
復
古
を
実

現
す
る
と
約
束
す
る
な
ら
考
え
て
み
よ
う
と
応
じ
て
く
れ
た
ら
し
い（

（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
藩
は
前
年
後
半
、
藩
主
慶
永
が
規
定
で
は
帰
国
に
は
未
だ
一
年

早
い
こ
と
を
承
知
し
つ
つ
、
幕
府
へ
「
国
許
締
」
等
を
理
由
に
特
別
の
帰
国
を

願
っ
て
い
た
。
近
年
「
札
所
一
件
等
ニ
而
人
気
一
和
不
致
」
と
藩
内
が
不
安
定

で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
藩
主
慶
永
は
若
年
な
が
ら
「
国
許
政
事
向
格
別
ニ
心
配

被
致
候
」
と
新
藩
主
に
期
待
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
幸
い
こ
の
願
い
は
間
も
な
く
許

可
さ
れ
た
。

　

か
く
し
て
慶
永
は
翌
一
四
年
六
月
一
一
日
、
国
許
福
井
城
に
初
入
り
す
る
。

直
前
の
四
月
二
一
日
に
は
前
述
の
一
〇
年
間
の
家
中
及
び
町
在
日
掛
り
上
納
銀

取
り
立
て
中
止
を
発
表
し
た（

（（
（

。「
下
々
迚
も
連
年
之
御
頼
銀
ニ
而
困
窮
」
だ
と

述
べ
、
慶
永
が
若
年
な
が
ら
仁
君
で
あ
る
こ
と
を
領
民
に
示
そ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
幸
い
五
月
晦
日
、
幕
府
は
全
国
大
名
た
ち
の
困
窮
を
み
て
公
金
に
よ
る

馬
喰
町
御
用
屋
敷
貸
付
金
を
半
高
棄
捐
、
残
る
半
高
も
無
利
息
の
年
賦
上
納
と

し
て
い
た
。
お
か
げ
で
福
井
藩
借
用
の
約
九
万
両
の
半
分
が
返
済
不
要
と
な
っ

た
。
慶
永
の
国
入
り
に
花
を
添
え
た
で
あ
ろ
う
。
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天
保
～
嘉
永
期
の
福
井
藩
財
政
改
革
に
つ
い
て

　

慶
永
は
入
国
翌
日
か
ら
家
中
へ
の
目
見
え
や
松
平
家
ゆ
か
り
の
神
社
仏
閣
参

拝
、
領
内
各
地
の
巡
覧
と
精
力
的
に
動
き
、
領
民
と
も
接
し
賢
明
の
若
殿
ぶ
り

を
披
露
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
間
、
城
内
で
は
直
面
す
る
札
所
問
題
を
め
ぐ
る
中
根
雪
江
た
ち

の
動
き
が
進
行
し
て
い
た
。
や
が
て
八
月
一
四
日
、
札
所
掛
り
ト
ッ
プ
の
家
老

狛
木
工
と
同
本
多
筑
後
及
び
目
付
と
御
奉
行
、
そ
れ
に
札
所
目
付
と
同
奉
行
の

計
六
人
が
い
ず
れ
も
役
職
を
免
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
七
日
、
代
わ
っ
て
御
奉

行
見
習
の
岡
田
金
左
衛
門
が
札
所
目
付
兼
、
元
近
習
の
高
畠
市
郎
右
衛
門
が
札

所
目
付
と
な
り
、
用
人
兼
勝
手
掛
り
の
中
根
雪
江
が
札
所
も
担
当
し
、
札
所
を

含
む
財
政
改
革
の
総
責
任
者
に
就
い
た（

（（
（

。

　

同
じ
日
の
午
後
、
早
速
藩
は
城
下
札
所
元
締
共
を
呼
び
出
し
、
家
老
・
側
用

人
や
札
所
掛
り
列
席
の
前
で
中
根
が
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。
昨
年
の
古
札
半
値
新

法
を
中
止
し
、「
諸
事
公
命
御
随
順
ニ
而
復
古
之
御
趣
法
」
を
立
て
た
い
と
の

強
力
な
要
請
で
あ
る（

（（
（

。
す
る
と
元
締
た
ち
は
感
奮
、
町
方
・
村
方
に
分
か
れ
て

議
論
し
次
々
と
建
言
書
も
出
た
と
い
う
。
中
根
は
そ
れ
ら
を
見
定
め
た
上
で
、

天
保
飢
饉
の
際
の
幕
府
へ
の
届
け
額
を
は
る
か
に
超
え
た
一
万
二
〇
〇
〇
貫
匁

の
莫
大
な
銀
札
を
発
行
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え（

（（
（

、
こ
れ
を
処
分
し
札
所
運
営
を

正
常
化
す
る
た
め
の
調
達
金
が
必
要
だ
と
訴
え
た
。

　

当
時
幕
府
に
届
け
て
い
た
の
は
二
〇
〇
〇
貫
匁
だ
っ
た
か
ら
そ
の
六
倍
、
仮

に
元
の
一
両
六
五
匁
だ
っ
た
ら
一
八
万
両
余
に
も
な
る
。
だ
が
こ
の
と
き
中
根

は
調
達
に
一
応
の
期
待
を
も
っ
て
い
た
。
三
国
湊
の
内
田
惣
右
衛
門
と
同
三
国

与
之
祐
か
ら
各
五
万
両
、
藩
札
所
元
締
一
八
人
か
ら
計
六
万
両
で
総
計
一
六
万

両
は
見
込
め
る
と
の
予
測
で
あ
る（

（（
（

。

　

折
し
も
高
山
郡
代
豊
田
友
直
が
九
月
末
か
ら
本
保
領
の
検
見
廻
村
の
た
め
来

越
し
て
い
た
。
そ
こ
で
閏
九
月
九
日
の
夕
方
、
宿
泊
地
の
福
井
城
下
東
本
願
寺

掛
所
へ
、
家
老
岡
部
と
中
根
等
の
五
人
が
出
向
き
、
持
参
し
た
新
趣
法
「
福
井

札
所
趣
法
書（

（（
（

」
を
も
っ
て
協
議
に
入
っ
た
。

　
「
趣
法
」
は
五
か
条
か
ら
な
る
が
、
こ
の
時
中
根
た
ち
が
別
途
持
参
し
た
と

思
わ
れ
る
「
仕
法
相
立
候
趣
意
書
」
に
よ
る
と
、
要
は
幕
府
勘
定
所
の
通
達
に

従
い
昨
年
の
古
札
半
減
趣
法
を
撤
回
し
て
新
札
に
改
め
、
未
引
き
替
え
分
の
古

札
も
同
位
に
引
き
替
え
る
も
の
だ
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
分
は
増
印
を
押
し
て
自

領
札
と
他
領
札
と
を
区
別
し
、
他
領
札
に
は
配
慮
す
る
と
の
理
解
を
得
る
予
定

で
あ
っ
た
。
相
場
は
金
一
両
一
〇
三
匁
と
し
、
今
後
四
年
間
で
元
相
場
六
五
匁

に
戻
す
見
込
み
で
あ
る
。
そ
し
て
他
領
へ
渡
す
銀
札
は
そ
の
都
度
掛
け
合
い
の

別
相
場
で
両
替
し
、
一
方
で
自
領
分
に
渡
し
た
銀
札
が
他
領
側
へ
渡
っ
て
も
、

そ
れ
の
両
替
は
断
る
と
し
て
い
た
。

　

だ
が
豊
田
郡
代
は
容
易
に
納
得
せ
ず
、
幕
府
領
等
の
他
領
側
が
入
手
し
た
福

井
領
分
の
銀
札
の
両
替
が
で
き
な
い
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。
結
局
、
こ
の
箇
条

は
今
後
の
地
元
ど
う
し
の
協
議
に
委
ね
る
こ
と
に
し
て
深
更
に
及
ん
だ
協
議
を

終
え
る（

（（
（

。
そ
の
後
は
本
保
役
所
側
と
交
渉
を
繰
り
返
し
、
一
〇
月
下
旬
に
よ
う

や
く
妥
協
に
こ
ぎ
着
け
た
。
銀
札
に
模
様
の
違
え
た
印
を
押
し
て
自
領
分
を
扇

面
札
、
他
領
分
を
角
違
印
札
と
し
、
両
替
は
当
分
六
五
匁
に
戻
る
ま
で
他
領
分

の
み
認
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
事
前
に
年
貢
や
役
所
に
関
係
す
る
産
物

売
買
用
の
銀
札
は
福
井
藩
「
身
元
之
も
の
」
即
ち
札
所
元
締
共
に
命
じ
て
お
き
、

必
ず
両
替
を
都
合
す
る
と
確
約
し
て
の
結
果
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

も
っ
と
も
、
確
約
は
あ
く
ま
で
双
方
の
役
人
間
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
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福
井
藩
側
は
札
所
元
締
を
本
保
役
所
へ
送
っ
て
か
れ
ら
が
両
替
金
に
責
任
を
持

つ
こ
と
を
請
け
負
わ
せ
、
そ
の
立
場
で
本
保
側
の
郡
中
村
々
惣
代
た
ち
と
も
協

議
さ
せ
た
。
か
く
し
て
翌
弘
化
元
年
五
月
、
か
れ
ら
双
方
が
領
民
の
不
安
を
解

消
さ
せ
る
か
た
ち
で
協
定
書
に
調
印
し
収
ま
っ
た
。

　

２
、
中
根
雪
江
の
改
革
強
行

　

札
所
両
替
騒
動
は
落
ち
着
い
た
が
問
題
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
幕
府
か
ら

指
示
さ
れ
た
通
り
大
量
の
過
札
を
停
廃
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
中
根
雪
江
が

当
て
に
し
て
い
た
札
所
元
締
た
ち
か
ら
の
調
達
金
は
表
１
の
「
天
保
14
年
秋

調
達
」
の
通
り
で
、
こ
れ
ら
は
数
年
内
の
返
済
が
前
提
だ
っ
た
が
、
期
待
の

半
分
ほ
ど
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
仮
に
銀
高
を
当
時
の
両
替
値
段
で
一

両
一
〇
三
匁
と
す
る
と
、
も
っ
と
も
期
待
し
た
三
国
湊
ト
ッ
プ
の
二
人
分
合

計
は
二
万
三
四
五
五
両
余
で
、
見
込
み
の
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
余
、
全
体
で
も

八
万
五
八
六
四
両
余
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
中
根
た
ち
は
腹
を
決
め
、

財
政
全
般
に
つ
き
か
つ
て
な
い
厳
格
な
改
革
に
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず

「
量
入
制
出
」
を
掲
げ
て
放
漫
財
政
を
改
め
、
財
政
運
営
の
正
常
化
を
は
か
る

こ
と
に
し
た
。
動
き
出
し
た
の
は
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）、一
旦
江
戸
に
戻
っ

て
い
た
藩
主
慶
永
が
、
今
度
は
正
式
の
許
可
を
得
て
帰
国
し
た
五
月
一
一
日
以

降
の
こ
と
で
あ
る
。

　

六
月
二
五
日
に
は
藩
主
手
元
や
家
臣
団
へ
の
手
当
を
含
む
諸
倹
約
を
告
げ
、

こ
ち
ら
は
七
月
に
入
り
熱
が
入
っ
た
。
七
日
、
中
根
の
発
案
と
思
わ
れ
る
が
、

上
級
臣
で
家
老
を
は
じ
め
と
す
る
知
行
六
〇
〇
石
以
上
の
地
方
知
行
者
に
対
す

る
「
御
蔵
出
」、
及
び
知
行
五
五
〇
石
以
下
の
家
臣
団
に
対
す
る
今
後
四
年
間

の
「
半
減
御
借
米
」
と
手
形
支
給
の
布
達
で
あ
る（

（（
（

。
上
級
家
臣
は
藩
初
以
来
の

地
方
知
行
の
特
権
が
停
止
さ
れ
、夫
米
や
口
米
も
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

そ
の
後
五
五
〇
石
以
下
も
給
禄
が
半
額
支
給
、
か
つ
今
度
は
蔵
米
で
は
な
く
手

形
渡
し
と
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
知
行
制
と
い
う
支
配
の
根
幹
を
も
揺
る
が
し
か
ね
な

い
方
策
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
七
月
一
一
日
、
中
根
雪
江
を
「
御
勝
手
掛
り
」
か
ら
「
御
簡
略
掛

り
」
に
改
め
、
御
奉
行
横
田
作
大
夫
・
佐
々
木
小
左
衛
門
の
二
人
を
「
御
簡
略

表１　卯（天保 14）秋御趣法調達金銀元利仕訳帳

居住地 札所元締 天保 14 年秋調達 弘化３年９月元利残計
金（両） 銀（匁） 金（両） 銀（匁）

三国町 内田惣右衛門 7,770 180,000 4,901 74,700 
三国町 三国与之祐 13,694 25,020 7,319 7,926 
三国町 津田彦右衛門 2,830 41,600 210 35,134 
三国町 内田平右衛門 1,986 130,000 651 0 
三国町 藤田　久四郎 2,300 149,500 29 112,412 
福井城下 内藤利兵衛 3,257 474,121 263 182,823 
福井城下 山口彦三郎 1,585 255,000 67 168,173 
福井城下 井上七兵衛 1,395 208,650 785 14,262 
福井城下 山田五郎兵衛 1,150 241,000 100 46,070 
福井城下 山田大五郎 625 330,250 56 43,996 
福井城下 竹内茂三郎 1,920 151,700 122 25,124 
福井城下 八木次助 1,125 243,750 101 78,813 
福井城下 菌屋　利兵衛 1,400 117,000 119 75,640 
福井城下 須賀原彦右衛門 640 66,000 153 22,210 
府中町 天王屋平三郎 772 186,421 44 105,648 
府中町 米屋　十兵衛 2,324 106,000 98 66,740 
府中町 仕足屋権兵衛 2,000 130,000 817 105,100 
岩本村 小林清右衛門 2,650 48,550 238 13,736 
浜坂浦 　　甚右衛門 2,750 32,500 359 35,064 
鷲塚村 久保庄右衛門 2,215 125,000 173 70,861 
（計） （２０人） 54,388 3,242,062 16,605 1,284,432 

（注）�松平文庫「銀局一件書類」の内、弘化三午十月元〆共へ申渡内調「卯秋御趣法調達金銀
元利仕訳帳」により作成。

　 　�ただし金は歩以下、銀は匁未満を切り捨てた。したがって「弘化３年９月元利残計」は
史料中の「右之寄」より若干の異同がある。
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本
川　

天
保
～
嘉
永
期
の
福
井
藩
財
政
改
革
に
つ
い
て

御
取
〆
り
御
用
掛
り
」
に
任
じ
、
そ
の
体
制
の
も
と
格
外
の
節
制
実
施
を
宣
言

し
た（

（（
（

。
そ
の
上
で
同
月
一
五
日
、
倹
約
に
つ
い
て
更
に
厳
し
い
達
し
が
あ
り
、

加
え
て
同
月
二
八
日
に
は
慶
永
の
直
筆
に
よ
る
説
諭
が
示
さ
れ
た（

（（
（

。「
面
々
不

勝
手
ニ
相
成
候
ハ
此
方
よ
り
半
禄
又
者
借
米
等
申
付
候
故
ニ
而
、
山
々
気
之
毒

ニ
候
」
と
述
べ
、家
臣
の
困
窮
は
藩
主
の
責
任
で
あ
り
「
札
所
・
勘
定
所
之
敗
レ
」

を
招
い
た
た
め
と
詫
び
て
い
る
。
こ
の
時
の
慶
永
は
よ
ほ
ど
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た

ら
し
く
、
月
番
目
付
田
辺
五
大
夫
へ
直
書
を
渡
す
際
、
泣
い
て
「
夫
々
可
相
達

旨
」
伝
え
た
と
い
う（

（（
（

。

　

し
か
し
、
慶
永
は
完
全
に
意
気
消
沈
は
し
な
か
っ
た
。
直
書
で
は
「
富
有
ニ

而
も
貧
困
に
て
も
節
倹
ハ
武
士
之
常
行
」
と
戒
め
て
お
り
、「
君
臣
合
躰
」
し

て
難
局
を
乗
り
切
り
た
い
と
の
強
い
決
意
を
固
め
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。

　

問
題
は
備
金
で
あ
り
当
然
年
貢
増
徴
に
も
力
が
注
が
れ
た
。
具
体
的
に
は

一
〇
月
二
八
日
、
年
貢
を
検
見
制
か
ら
増
徴
前
提
の
定
免
制
に
改
め
る
と
の
通

達
が
各
関
係
者
へ
出
さ
れ
た
。
し
か
も
そ
の
際
次
の
説
明
が
あ
っ
た（

（（
（

。

　

①�

在
々
定
免
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
「
川
除
銀
・
小
役
銀
上
納
」
は
中
止
す
る
。

今
後
用
水
等
の
破
損
は
関
係
村
々
に
よ
る
「
自
普
請
」
と
す
る
。

　

②�

「
村
々
拝
借
上
納
米
」は
定
免
中
延
期
す
る
。
た
だ
し
拝
借
も
認
め
な
い
。

「
困
窮
村
」
は
「
組
合
村
々
」
申
し
合
わ
せ
て
介
抱
す
る
こ
と
。

　

①
は
金
津
奉
行
宛
、
②
は
郡
奉
行
と
代
官
宛
の
通
達
の
一
部
だ
が
、
金
津
奉

行
・
郡
奉
行
・
代
官
は
支
配
地
が
異
な
る
も
の
の
共
に
在
方
農
政
を
担
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
三
者
共
通
の
福
井
領
の
在
方
支
配
に
関
す
る
通
達
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。
定
免
制
再
実
施
の
ほ
か
、
用
水
破
損
等
の
修
繕
を
そ
れ
ま
で

の
在
方
か
ら
の
申
請
に
よ
る
藩
普
請
か
ら
村
方
の「
自
普
請
」に
改
め
、ま
た「
困

窮
村
」が
あ
っ
て
も
救
助
は
組
合
村
等
で
自
主
的
に
計
ら
え
と
の
趣
旨
で
あ
る
。

定
免
制
に
よ
る
過
重
年
貢
に
加
え
て
農
政
へ
の
出
費
削
減
に
努
め
、
困
窮
村
の

救
恤
も
村
々
の
自
助
に
任
せ
る
方
針
に
転
換
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
で
は
村
方
か
ら
の
反
発
を
招
く
こ
と
必
定
で
あ
る
。
そ
こ

で
一
一
月
一
八
日「
格
別
之
思
召
を
以
万
民
御
救
済
の
た
め
」と
銘
打
っ
た「
備

荒
義
免
法
」
の
発
表
が
あ
り
、そ
の
意
義
を
説
い
た
藩
主
に
よ
る
「
勧
諭
大
旨
」

が
発
布
さ
れ
た（

（（
（

。
定
免
に
対
し
「
下
々
」
が
「
国
恩
を
存
詰
」「
辛
苦
」
に
耐

え
る
か
ら
、
か
れ
ら
の
た
め
に
藩
は
年
貢
収
納
の
う
ち
か
ら
「
非
常
備
」
え
と

し
て
籾
を
蓄
え
る
。
だ
か
ら
村
方
も
同
じ
く
実
施
す
る
よ
う
に
と
の
諭
告
で
あ

る
。
毎
年
、
高
一
〇
〇
石
に
「
義
免
」
八
厘
を
囲
籾
す
る
こ
と
と
し
、
藩
と
村

方
そ
れ
ぞ
れ
半
分
の
四
厘
ず
つ
を
負
担
し
、
期
間
五
年
で
完
備
す
る
計
画
で
あ

る
。
こ
の
方
策
は
天
保
飢
饉
の
記
憶
が
ま
だ
新
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
一

定
の
理
解
を
得
た
ら
し
く
早
速
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
村
ご
と
の
籾
貯
蔵
倉
が

立
て
ら
れ
、
ま
た
町
方
へ
も
援
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
根
た
ち
は
こ
の
頃
財
政
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
で
あ
る

借
財
解
決
に
も
取
り
か
か
っ
て
い
た
。
一
〇
月
一
三
日
、
家
老
岡
部
左
膳
へ
次

の
下
命
が
あ
っ
た（

（（
（

。

　
　

�

勝
手
向
御
国
用
・
御
借
財
両
端
振
分
り
御
締
方
出
来
候
様
御
評
議
ニ
付
、

御
借
財
埒
合
御
趣
法
之
儀
取
扱
候
様
、
尤
量
制
之
儀
も
可
申
談
旨
、

　

財
政
の
扱
い
を
量
制
（
年
貢
収
入
を
基
本
と
す
る
通
常
収
支
）
と
借
財
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
責
任
体
制
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
岡
部
は
借
財
に
専
念
の
か
た

わ
ら
、
量
制
に
も
関
与
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
実
は
こ
の
と
き

量
制
は
有
賀
内
記
・
狛
帯
刀
の
両
家
老
、
借
財
は
中
根
が
担
当
と
も
発
表
さ
れ
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六
十
八
巻
一
号

て
お
り
、
岡
部
は
こ
こ
で
財
政
再
建
の
ト
ッ
プ
を
任
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
当
時
の
藩
借
財
だ
が
、
こ
れ
は
す
で
に
高
木
氏
が
紹
介（

（（
（

し
て
い
る
通

り
で
、
天
保
七
年
に
九
〇
万
両
だ
っ
た
借
財
は
慶
永
襲
封
以
後
更
に
増
え
、
弘

化
元
年
に
は
九
六
万
両
近
く
に
達
し
て
い
た
。
借
用
先
は
、
国
元
は
も
と
よ
り

幕
府
公
金
や
各
地
金
融
関
係
、
ま
た
三
都
を
は
じ
め
近
隣
諸
国
の
大
名
貸
し
等

多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
う
ち
幕
府
馬
喰
町
役
所
関
係
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に

「
半
高
棄
捐
」
に
よ
り
大
き
な
恩
恵
を
う
け
四
万
四
九
七
〇
両
で
あ
っ
た
。

　

大
名
貸
と
呼
ば
れ
る
各
地
金
主
分
は
大
坂
が
抜
き
ん
出
て
お
り
、
次
い
で
江

戸
・
加
賀
な
ど
と
続
く（

（（
（

。
こ
ち
ら
は
以
前
よ
り
「
断
延
」
と
称
す
る
返
済
延
期
、

あ
る
い
は
利
息
の
み
返
済
な
ど
と
無
理
強
い
し
て
の
積
み
重
ね
が
多
か
っ
た
。

　

も
っ
と
も
多
額
な
の
が
国
元
関
係
の
計
二
七
万
両
余
で
あ
る
。
借
用
先
は
藩

庁
内
外
に
広
が
り
、
典
拠
史
料
に
よ
れ
ば
計
三
二
の
役
所
や
部
署
、
人
名
等
が

あ
る
。
目
立
っ
て
多
い
の
が
内
用
達
共
と
札
所
か
ら
の
借
用
で
、
全
体
の
半
分

を
超
え
る
。
と
も
あ
れ
藩
内
特
定
の
民
間
有
力
者
た
ち
に
大
き
く
依
存
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
他
に
札
所
資
金
が
六
万
五
〇
〇
〇
両
近
く
も
流
用
さ
れ
て
い

て
、
札
所
混
乱
の
一
因
を
こ
こ
に
求
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
個
人
名
で
は

二
万
七
〇
〇
〇
両
余
の
三
国
与
兵
衛
以
下
、
金
額
は
次
第
に
減
少
し
て
最
小
額

二
六
両
ま
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
藩
庁
内
各
役
所
・
部
門
か
ら
の

様
々
な
名
目
を
付
け
た
借
用
金
で
、
そ
の
他
に
城
下
や
三
国
湊
の
有
力
商
人
達

か
ら
の
借
用
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
借
財
が
藩
財
政
を
縛
っ
て
藩
内
全
体
の
経
済
・
流
通
を
停
滞
さ
せ
、

社
会
の
混
乱
を
も
助
長
し
て
き
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
に
対
し
藩

が
行
っ
た
の
は
相
変
わ
ら
ず
従
来
通
り
安
易
な
特
権
的
豪
商
・
豪
農
た
ち
に
依

拠
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
一
〇
月
一
三
日
、
家
老
や
中
根
な
ど
重
臣
が
列
席
す
る

御
座
所
御
用
部
屋
へ
、
今
度
は
全
内
用
達
役
一
八
人
を
呼
ん
で
申
渡
し
が
行
わ

れ
た（

（（
（

。
近
年
の
倹
約
で
ほ
ぼ
見
通
し
が
立
っ
た
が
、
借
財
は
百
年
余
の
積
み
重

ね
で
莫
大
だ
と
し
、「
算
勘
」
は
「
其
方
共
生
得
之
職
業
」
だ
と
い
っ
て
、
と

に
か
く
返
済
資
金
を
相
談
せ
よ
と
強
気
で
説
得
し
た
。

　

内
用
達
共
は
い
ず
れ
も
内
心
不
服
の
ま
ま
下
城
し
寄
り
合
い
を
重
ね
た
。
だ

が
意
見
は
ま
と
ま
ら
な
い
。
城
下
で
威
勢
を
誇
る
米
問
屋
山
口
彦
三
郎
も
、「
乍

去
押
繕
候
得
共
趣
法
潰
レ
同
様
ニ
相
成
、
仲
ケ
間
よ
り
も
退
職
願
上
ル
」
と
い

う
有
様
だ
っ
た（

（（
（

。

　

も
っ
と
も
、
藩
側
も
内
用
達
共
だ
け
で
の
資
金
調
達
は
無
理
と
考
え
て
、

他
に
「
助
役
加
勢
等
」
も
加
え
る
と
伝
え
、
一
一
月
二
九
日
、
新
た
に
領

内
町
在
の
富
商
・
富
農
四
〇
人
の
名
と
一
人
ず
つ
の
分
担
額
を
書
い
た
計

一
万
〇
一
五
〇
両
の
調
達
金
割
付
案
を
見
せ
て
い
る（

（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
藩
は
弘
化
元
年
中
頃
以
降
、
家
中
か
ら
町
在
領
民
に
至
る
ま

で
極
め
て
厳
し
い
節
制
と
重
い
経
済
的
負
担
を
要
求
し
た
。
し
か
し
、
知
行
制

停
止
や
過
酷
な
蔵
米
支
給
、
ま
た
農
村
へ
の
重
課
に
、
領
内
あ
げ
て
不
満
の
声

が
高
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
予
期
し
な
い
展
開
に
中
根
は
怒
っ
た
が
や
が
て
諦

め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
知
る
。
今
後
は
「
敗
将
」
の
自
分
を
除
け
確
固
と
し

た
展
望
を
開
い
て
ほ
し
い
と
、
慶
永
に
訴
え
る
ば
か
り
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

混
乱
は
翌
二
年
に
入
っ
て
も
続
い
た
。
家
老
岡
部
た
ち
は
目
前
の
資
金
難
に

困
り
果
て
、
昨
年
の
新
法
を
撤
回
し
、
慶
永
に
新
た
な
御
用
金
伺
い
を
出
す
始

末
で
あ
る
。
慶
永
は
愕
然
と
し
、
自
身
の
見
通
し
の
甘
さ
に
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
る
。
三
月
三
日
、「
家
老
共
」
宛
に
直
書
を
も
っ
て
不
満
を
ぶ
つ
け
た（

（（
（

。
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本
川　

天
保
～
嘉
永
期
の
福
井
藩
財
政
改
革
に
つ
い
て

　
　

�

畢
竟
昨
年
之
評
議
厚
ク
無
之
、一
体
左（

岡
部
）膳

初
も
篤
与
練
熟
不
致
か
と
存
候
、

此
方
も
其
方
共
相
伺
候
ニ
つ
れ
指
図
い
た
し
候
が
誠
無
筋
ニ
而
、
其
方
共

へ
も
面
目
ナ
キ
次
第
恥
入
候
、
左
す
れ
ハ
役
人
共
之
罪
に
ハ
決
而
無
之
と

存
候
、
定
免
之
儀
も
民
間
不
落
着
様
子
ナ
ラ
ハ
相
止
候
而
も
此
後
永
久
之

基
之
趣
法
ヲ
急
度
見
詰
相
立
候
而
止
候
ハ
ヽ
格
別
、（
中
略
）
昨
年
よ
り

天
地
之
禍
災
等
も
今
日
迄
無
之
、
且
公
辺
不
時
御
用
金
も
不
被
仰
付
候
、

又
々
当
年
口
も
か
わ
か
ず
候
内
法
を
変
し
用
金
相
頼
候
様
之
儀
者
信
義
ヲ

相
失
候
、（
中
略
）
此
方
若
年
不
徳
ニ
候
間
、
何
分
右
之
趣
意
ニ
而
助
呉

候
様
致
度
候
、

　

慶
永
は
家
老
岡
部
以
下
、
こ
こ
に
名
は
な
い
が
中
根
に
対
し
て
も
不
信
を

も
っ
た
だ
ろ
う
。
昨
年
の
新
法
が
評
議
を
尽
く
し
て
い
な
か
っ
た
と
咎
め
、
そ

れ
を
疑
わ
ず
布
達
を
「
指
図
」
し
た
自
分
を
恥
じ
る
と
し
、
そ
れ
以
上
に
領
民

の
「
信
義
」
を
失
う
こ
と
に
な
る
と
自
ら
を
責
め
て
い
る
。

　

か
く
し
て
慶
永
は
二
日
後
の
三
月
五
日
、「
御
咎
之
筋
有
之
」
と
し
て
簡
略

掛
り
ト
ッ
プ
の
中
根
雪
江
の
す
べ
て
の
役
職
を
解
き
、
併
せ
て
同
掛
り
と
な
っ

て
い
た
御
奉
行
四
人
を
処
分
し
た
。
同
じ
日
、
定
免
制
と
家
中
知
行
制
停
止
及

び
五
五
〇
石
以
下
の
蔵
米
手
形
渡
し
を
撤
回
し
、家
中
は
半
減
借
米
に
戻
っ
た
。

村
方
も
「
義
免
」
以
外
は
「
差
障
之
儀
共
有
之
」
と
す
べ
て
前
年
通
り
と
し
た
。

目
前
の
家
中
・
領
民
の
不
満
を
避
け
不
穏
の
事
態
防
止
を
図
る
し
か
な
か
っ
た

の
で
あ
る（

（（
（

。

　

３
、
弘
化
二
年
、
混
迷
の
借
財
対
策

　

弘
化
二
年
三
月
二
一
日
、
慶
永
が
江
戸
へ
発
ち
、
量
制
と
借
財
解
決
は
国

元
に
残
っ
た
家
老
岡
部
以
下
に
委
ね
ら
れ
た
。
す
る
と
四
月
二
〇
日
、
内

用
達
共
と
同
助
役
以
下
に
対
し
、
調
達
金
を
一
挙
に
増
や
し
三
年
間
で
計

五
万
〇
一
〇
〇
両
を
上
納
す
る
よ
う
伝
え
、そ
の
割
付
書
が
各
人
へ
渡
さ
れ
た
。

　

表
２
は
そ
の
対
象
者
と
各
人
へ
の
割
付
額
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
内
用

達
共
と
金
額
は
二
〇
人
、
及
び
同
助
役
と
助
役
並
以
下
が
前
年
の
四
〇
人
よ
り

七
人
増
え
計
六
五
人
で
あ
る
。
助
役
以
下
は
多
く
が
前
年
一
一
月
二
九
日
に
新

任
さ
れ
た
者
た
ち
で
、
そ
の
う
ち
八
人
は
割
付
金
発
表
二
日
後
の
四
月
二
二
日

に
助
役
並
か
ら
助
役
に
昇
進
さ
せ
て
い
た
。
名
誉
欲
を
も
ち
、
あ
る
程
度
の
余

裕
を
も
つ
領
民
も
か
な
り
い
た
の
で
あ
る
。

　

金
額
は
内
用
達
役
二
〇
人
が
高
額
で
あ
る
。
ま
ず
、
三
国
湊
の
豪
商
内
田
氏

と
三
国
氏
の
二
人
が
一
万
両
台
で
他
と
比
べ
突
出
す
る
。
た
だ
し
天
保
一
四
年

に
中
根
雪
江
が
期
待
し
た
金
額
と
比
べ
れ
ば
二
人
で
二
回
分
を
合
わ
せ
て
も
一

人
分
の
五
万
両
に
届
か
な
い
。
次
の
三
人
も
や
は
り
三
国
湊
の
豪
商
で
あ
る
。

そ
の
後
に
福
井
城
下
の
二

人
、
そ
し
て
町
在
の
四
人

が
六
〇
〇
両
、
続
い
て
九

人
が
五
二
五
両
と
続
く
。

こ
れ
ま
で
も
そ
う
だ
っ
た

が
、
三
国
湊
商
人
が
圧
倒

的
位
置
を
占
め
、
そ
の
後

を
福
井
城
下
の
豪
商
た

ち
、
そ
し
て
村
部
在
郷
町

の
有
力
商
人
、
大
庄
屋
役

調達金予定者 人数 一人当り 金額計
内田惣右衛門 １ 12,000 12,000 
三国与之祐 １ 10,500 10,500 
内田平右衛門 １ 2,250 2,250 
内用達役 ２ 1,800 3,600 
　　　〃 ２ 1,050 2,100 
　　　〃 ４ 600 2,400 
　　　〃 ９ 525 4,725 

（小計） 20 37,575 
内用達助役等 32 300 9,600 
　　　〃 13 225 2,925 

（小計） 45 12,525 
合計 65 50,100 

（注）�『越前松平家家譜 慶永２』弘化２年４月20日条、
他より作成。

表２　弘化２年町在内用達等へ調達金割付
（単位：両）
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な
ど
の
豪
農
た
ち
が
続
く
構
図
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
度
の
調
達
金
に
対
し
て
は
札
所
元
締
た
ち
か
ら
納
得
で
き
な

い
と
の
反
発
が
公
然
と
起
こ
っ
た
。
と
い
う
の
も
内
用
達
の
ほ
と
ん
ど
は
札
所

元
締
を
兼
任
し
て
お
り
、
藩
主
「
御
直
之
御
意
」
も
あ
っ
て
角
違
印
銀
札
の
両

替
用
「
繰
入
金
」
の
請
書
を
提
出
し
て
い
た
ら
し
い
。
な
の
に
今
度
は
内
用
達

宛
だ
と
し
て
ま
た
も
高
額
の
調
達
金
を
指
示
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

　

こ
の
頃
、
藩
当
局
を
更
に
驚
か
せ
る
難
題
が
も
ち
上
が
っ
て
い
た
。
一
部
福

井
城
下
の
有
力
札
所
元
締
た
ち
が
、「
繰
入
金
」
納
入
の
代
り
に
角
違
印
札
を

「
散
札
」（
流
通
中
で
未
回
収
の
銀
札
）
扱
い
に
し
て
下
げ
渡
し
て
ほ
し
い
と
言

い
出
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
か
れ
ら
は
「
散
札
」
を
商
売
用
に
利
用
し
て
「
繰
入
金
」

分
を
取
り
返
す
算
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
「
散
札
」
停
廃
に
な
ら
な

い
と
札
所
奉
行
や
同
目
付
た
ち
は
反
対
し
、
か
え
っ
て
札
所
を
潰
し
か
ね
ず
、

「
公
辺
よ
り
重
キ
御
沙
汰
」
を
招
く
と
い
き
り
立
っ
た
。

　

家
老
岡
部
も
札
所
役
人
た
ち
に
同
意
し
「
散
札
」
要
求
を
認
め
な
か
っ
た
。

そ
し
て
五
月
二
九
日
、中
心
と
な
っ
た
元
締
た
ち
に
対
し
処
分
に
踏
み
切
っ
た
。

「
三
姦
商
」
と
呼
ば
れ
た
山
田
五
郎
兵
衛
・
山
田
大
五
郎
・
竹
内
茂
三
郎
の
三

人
で
、
い
ず
れ
も
内
用
達
役
と
札
所
元
締
を
兼
務
す
る
豪
商
で
あ
る
。
山
田
五

郎
兵
衛
と
同
大
五
郎
の
二
人
は
「
蟄
居
」、
竹
内
茂
三
郎
は
「
大
工
町
揚
り
屋
」

入
り
で
、
と
り
わ
け
竹
内
が
重
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
他
の
元
締
共
同
様
に
以
前

か
ら
藩
財
政
に
深
く
取
り
込
ま
れ
て
お
り
、中
で
も
竹
内
は
藩
の
意
向
を
受
け
、

銀
札
問
題
に
よ
る
本
保
役
所
や
鯖
江
藩
な
ど
と
の
交
渉
に
も
働
い
て
き
た
が
、

藩
側
も
こ
こ
は
放
置
で
き
な
い
と
け
じ
め
を
つ
け
た
わ
け
で
あ
る（

（（
（

。
す
る
と
処

分
の
効
果
は
覿て

き

面め
ん

か
つ
予
想
外
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
三
人
の
処
分
と
併
せ
元
締

共
へ
一
人
三
〇
〇
両
ず
つ
の
調
達
金
を
命
じ
た
と
こ
ろ
、
か
れ
ら
は
た
ち
ま
ち

「
異
議
」
な
く
「
御
請
」
し
、
上
納
し
た
と
い
う（

（（
（

。
権
力
づ
く
に
よ
る
威
喝
が

功
を
奏
し
た
か
た
ち
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
藩
の
資
金
確
保
策
は
特
権
的
豪
商
・
豪
農
た
ち
へ
の
安
易
な
権

力
的
依
存
に
終
始
し
、
綱
渡
り
的
な
展
開
を
た
ど
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
点
で
は

先
の
札
所
の
過
札
停
廃
用
の
備
金
に
つ
い
て
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
幕
府

公
権
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
藩
は
天
保
一
四
年
末
の

新
札
切
り
替
え
が
幕
府
勘
定
所
か
ら
承
認
さ
れ
た
と
考
え
、
今
後
は
資
金
的
に

も
同
所
が
援
助
し
て
く
れ
る
と
楽
観
し
て
い
た
ら
し
い
。
弘
化
二
年
八
月
、
幕

府
勘
定
所
へ
必
要
全
額
に
近
い
一
二
万
五
〇
〇
〇
両
の
借
用
を
申
し
出
た（

（（
（

。

　

け
れ
ど
も
そ
の
予
想
は
甘
か
っ
た
。
勘
定
所
の
返
事
は
冷
た
く
す
ぐ
に
却
下

さ
れ
る
。
驚
い
て
同
月
二
六
日
、
更
に
一
二
月
と
願
書
を
提
出
し
た
。
す
る
と

翌
三
年
二
月
一
八
日
、
よ
う
や
く
老
中
首
座
阿
部
正
弘
か
ら
回
答
が
下
っ
た
。

特
別
に
一
万
七
〇
〇
〇
両
を
数
度
に
分
け
て
貸
与
す
る
と
い
う
。
藩
側
は
落
胆

す
る
が
、
そ
れ
で
も
目
前
は
切
り
抜
け
ら
れ
る
と
一
安
心
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
資
金
確
保
で
は
思
わ
ぬ
朗
報
も
あ
っ
た
。
二
年
一
〇
月
に
入
っ

て
の
こ
と
だ
が
、
領
内
村
方
を
管
轄
す
る
各
郡
奉
行
を
通
し
、
冥
加
金
上
納
の

知
ら
せ
が
届
き
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
金
津
奉
行
が
主
導
し
、
併
せ
て
各
郡
奉

行
も
管
下
の
大
庄
屋
た
ち
に
働
き
か
け
て
村
ご
と
に
「
増
励（

（（
（

」
を
指
示
し
、
そ

の
利
益
を
冥
加
名
目
で
納
め
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
表
３
に
よ
る
と
、
納
入
額

は
全
領
内
に
お
け
る
弘
化
二
年
一
〇
月
か
ら
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
ま
で
の

約
四
年
間
で
一
三
八
九
貫
匁
余
に
及
ん
で
い
る
。

　

や
が
て
弘
化
三
年
二
月
一
一
日
、
藩
は
財
政
に
関
す
る
新
た
な
書
付
を
出
し
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天
保
～
嘉
永
期
の
福
井
藩
財
政
改
革
に
つ
い
て

た（
（（
（

。
一
つ
は
一
昨
年
定
め
た
量
制
方
と
借
財

方
の
区
別
を
一
層
明
白
に
す
る
た
め
、
一
年

分
の
「
積
帳
」
を
二
冊
に
仕
分
け
し
て
提
出

す
る
よ
う
に
と
の
指
示
で
あ
る
。
同
時
に
借

財
源
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

　
　

一�

、御
借
財
済
方
之
儀
者
半
減
御
借
米
・

御
内
用
達
共
御
頼
調
達
金
、
町
在
之

者
冥
加
上
納
之
分
を
本
ニ
立
、
追
々

上
納
有
之
ニ
応
し
夫
々
御
返
済
方
取

計
可
申
事
、

　

慶
永
襲
封
以
前
か
ら
続
く
半
減
借
米
と
内

用
達
共
へ
の
調
達
金
、
そ
れ
に
新
た
な
冥
加
金
上
納
が
加
わ
っ
て
い
る
。
後
者

は
農
民
に
超
過
労
働
を
求
め
て
そ
の
利
益
を
上
納
さ
せ
る
も
の
だ
が
、
こ
ち
ら

は
従
来
に
は
な
か
っ
た
農
政
と
関
わ
っ
て
お
り
、
新
た
な
藩
の
観
点
と
し
て
注

目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　

三　

慶
永
側
近
体
制
の
成
立
と
財
政

　

１
、
慶
永
の
人
事
断
行

  

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）、
財
政
に
少
し
余
裕
を
感
じ
始
め
た
家
老
た
ち
は
、

再
び
藩
内
の
主
導
権
争
い
に
関
心
を
向
け
、
今
度
は
仁
君
の
風
格
を
増
し
て
き

た
青
年
君
主
慶
永
に
批
判
的
な
言
動
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

慶
永
が
そ
の
こ
と
を
強
く
意
識
し
出
し
た
の
は
帰
国
し
て
間
も
な
く
の
こ
と

で
あ
る
。「
政
暇
日
記（

（（
（

」
同
年
五
月
二
六
日
条
に
よ
る
と
、
そ
の
日
慶
永
は
六

日
前
か
ら
始
め
た
精
進
を
終
え
、
城
内
宗
像
社
に
詣
で
て
大
明
神
に
深
慮
を

伺
っ
た
と
あ
る
。
理
由
は
「
当
節
此
許
家
老
始
心
得
あ
し
く
有
、
忠
良
者
ヲ
退

ケ
希
昔
俗
候
故
」
だ
と
い
う
。
帰
国
早
々
か
ら
家
老
共
と
か
な
り
険
悪
な
空
気

が
流
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

前
述
「
政
暇
日
記
」
に
よ
る
と
表
面
化
し
た
の
は
翌
閏
五
月
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
家
老
岡
部
左
膳
が
同
年
三
月
、
城
下
木
田
町
の
真
宗
浄
得
寺
へ
糸
桜

見
物
に
赴
い
て
「
不
相
応
の
饗
応
」
を
受
け
た
こ
と
で
あ
っ
た（

（（
（

。
岡
部
が
そ
れ

を
自
慢
し
て
他
の
藩
重
役
層
へ
伝
わ
り
、
非
難
の
声
が
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

慶
永
は
見
過
ご
そ
う
と
し
た
が
、
質
素
簡
略
を
藩
の
「
公
ケ
の
御
掟
」
と
す
る

声
に
抗
し
切
れ
な
か
っ
た
。
目
付
六
人
全
員
の
意
見
を
聴
取
し
評
定
所
で
も
確

認
の
上
、
同
月
一
一
日
、
岡
部
の
家
老
職
・
組
頭
役
罷
免
に
踏
み
切
っ
た
。
こ

の
時
、
同
じ
く
参
加
し
た
留
守
居
役
の
毛め

ん

受じ
ゆ

伝
三
郎
に
も
処
分
が
及
ん
だ
。

　

と
こ
ろ
が
毛
受
の
処
分
は
か
れ
が
天
方
孫
八
の
実
弟
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

天
方
の
責
任
を
問
う
声
が
上
が
っ
た
。
慶
永
は
悩
ん
だ
が
家
老
た
ち
も
「
筋
」

を
主
張
し
て
引
き
下
が
ら
な
い
。
激
論
の
末
に
諦
め
天
方
を
処
分
す
る
。

　

も
っ
と
も
、
そ
れ
は
予
期
し
な
か
っ
た
慶
永
の
反
撃
の
開
始
で
も
あ
っ
た
。

同
じ
く
「
政
暇
日
記
」
に
よ
る
と
、天
方
処
分
の
二
日
後
、家
老
有
賀
を
罷
免
し
、

ま
た
太
田
三
郎
兵
衛
以
下
三
人
の
目
付
を
同
様
に
役
御
免
と
し
た
。
有
賀
は
あ

か
ら
さ
ま
に
「
意
に
叶
ハ
ん
者
」
と
突
き
放
し
、
目
付
た
ち
三
人
も
当
初
か
ら

慶
永
が
「
退
役
」
論
で
押
し
通
し
た
結
果
で
あ
る
。
そ
の
上
で
翌
九
日
、
一
〇

人
の
転
役
を
発
表
し
た
。
慶
永
に
近
侍
し
て
よ
く
知
る
者
を
重
視
し
、
特
に
中

根
雪
江
を
側
用
人
見
習
と
し
て
復
活
さ
せ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

表３　�弘化２～嘉永２年、福井藩領内より
冥加上納銀

年 銀 （匁） 備考
弘化２ 182,494.8 10 月 25 日より納入
同　３ 433,745.0 
同　４ 423,659.4 
嘉永１ 302,147.4 
同　２ 47,418.1 ８月 25 日まで納入分

（計） 1,389,464.7 
（注）松平文庫 665「命令之部」六より作成。
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今
一
つ
注
目
す
べ
き
は
浅
井
等
の
新
目
付
任
命
で
あ
る
。
目
付
六
人
の
う
ち

慶
永
の
信
頼
厚
い
三
人
と
入
れ
替
え
、
と
り
わ
け
学
問
が
あ
り
中
根
と
縁
筋
の

浅
井
が
目
付
座
頭
と
し
て
リ
ー
ド
で
き
る
立
場
に
立
っ
た
。
困
難
な
藩
政
を
見

据
え
て
、
固
陋
な
家
老
や
凡
庸
な
目
付
た
ち
を
交
代
さ
せ
、
一
方
で
中
根
・
浅

井
を
中
心
と
す
る
側
近
体
制
を
構
築
し
て
、
綱
紀
の
粛
正
、
厳
正
な
藩
政
運
営

を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　

や
が
て
目
付
浅
井
は
重
職
の
人
事
に
も
積
極
的
に
発
言
し
始
め
た
。例
え
ば
、

十
月
の
こ
と
だ
が
、
か
れ
は
家
老
狛
帯
刀
と
新
た
な
人
事
案
を
相
談
し
、
ま
た

側
向
頭
取
鈴
木
主
税
を
勝
手
掛
り
に
推
す
な
ど
、
御
奉
行
・
郡
奉
行
・
預
所
郡

奉
行
・
札
所
目
付
等
、
財
政
か
ら
民
政
に
わ
た
る
ト
ッ
プ
の
人
事
案
を
提
起
し

て
い
る（

（（
（

。
な
お
、慶
永
自
身
は
財
政
の
責
任
者
に
罷
免
中
の
天
方
孫
八
（
友
益
）

を
再
び
取
り
立
て
よ
う
と
し
た
。
一
部
の
古
参
目
付
な
ど
か
ら
不
満
の
声
が
上

が
っ
た
が
、
こ
れ
は
翌
弘
化
四
年
正
月
に
実
現
さ
せ
る
。

　

も
っ
と
も
状
況
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
天
方
再
登
用
の
話
が

表
面
化
し
た
三
年
一
一
月
六
日
、
浅
井
八
百
里
宅
に
「
張
紙
」
が
あ
っ
た
い

う（
（（
（

。
内
容
は
不
明
だ
が
、
藩
内
に
は
生
活
に
あ
え
ぐ
多
く
の
家
臣
な
ど
の
不
満

が
渦
巻
き
、
側
近
政
治
に
対
す
る
批
判
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

２
、
新
々
銀
札
へ
の
交
換
と
過
札
・
借
財
整
理

　

弘
化
三
年
九
月
、
藩
は
天
保
一
四
年
に
自
領
通
用
分
の
扇
面
銀
札
と
他
領
通

用
分
の
角
違
印
銀
札
の
う
ち
、
自
領
分
だ
け
を
新
銀
札
に
交
換
さ
せ
た
。
そ
の

方
が
過
札
整
理
を
進
め
や
す
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
天
保
一
三
年
か

ら
み
る
と
三
度
目
の
交
換
だ
が
、
作
業
は
順
調
に
九
月
二
三
日
に
終
了
し
た
。

す
る
と
こ
れ
に
自
信
を
得
て
他
領
分
の
交
換
に
も
踏
み
き
っ
た
。
こ
ち
ら
は

一
〇
月
一
五
日
か
ら
一
一
月
一
〇
日
の
間
に
終
了
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
藩
の
銀
札
額
は
表
４
の
弘
化
三
年
欄
の
通
り
と
な
っ
た
。
こ
れ

を
天
保
一
四
年
分
と
比
較
す
る
と
、
弘
化
三
年
の
流
通
額
は
、
総
額
で
約
一
六

パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
、
こ
の
約
三
年
間
に
あ
る
程
度
の
過
札
整
理
が
進
ん
だ
こ

と
に
な
る
。
た
だ
そ
の
減
少
の
大
部
分
は
、
先
に

三
八
二
〇
貫
匁
余
あ
っ
た
う
ち
の
八
割
近
く
を
占

め
る
他
領
分
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
札
所
へ
の
信
用

が
高
ま
り
、
一
両
九
〇
匁
か
ら
一
一
月
に
は
念
願

の
六
五
匁
前
後
に
落
ち
着
い
た
。

　

そ
こ
で
藩
は
角
違
印
札
だ
け
予
定
を
早
め
て

一
一
月
二
二
日
よ
り
こ
れ
を
元
相
場
に
復
し
、
金

一
両
六
五
匁
に
す
る
と
内
外
に
触
れ
た（

（（
（

。
銀
札
の

大
部
分
を
占
め
る
自
領
分
は
未
だ
一
両
一
二
一
匁

前
後
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
正
常
化
の
見
通
し
は
立

た
な
い
が
、
そ
れ
で
も
藩
は
幕
府
領
・
他
藩
領
分

を
正
常
化
で
き
た
こ
と
で
、
政
治
的
に
も
財
政
面

か
ら
も
余
裕
を
感
じ
始
め
た
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
弘
化
四
年
正
月
一
三
日
、
前
述
し
た
通

り
慶
永
は
思
い
切
っ
て
天
方
孫
八
を
勝
手
掛
り
に

任
じ
、
併
せ
て
御
奉
行
等
一
部
の
人
事
異
動
も
行

い
、
借
財
の
解
決
に
強
い
意
欲
を
み
せ
た
。
こ
の

と
き
天
方
に
「
愚
意
之
覚
」
と
題
す
る
書
付（

（（
（

を
渡

年月 自領分 他領分 総額 減少額 同割合（％）
天保13年８月 27,624,453 3,820,359 31,444,812 100.0 
天保14年12月 27,045,857 3,864,819 30,910,676 534,136 98.3 
弘化３年 25,671,338 753,936 26,425,274 4,485,402 84.0 
嘉永１年１月 25,012,122 82,735 25,094,857 1,330,417 79.8 

（注）�松平文庫 867「紙幣史料」所収八田文書・同浅井文書により作成。ただし弘化３年分は同 866 のうち
「天保十三寅年・弘化三午年銀札御出来高員数指引」より作成。

表４　幕末期福井藩の銀札発行（流通）額 （単位：貫，匁）
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天
保
～
嘉
永
期
の
福
井
藩
財
政
改
革
に
つ
い
て

し
て
財
政
問
題
に
対
す
る
考
え
を
述
べ
、
次
の
よ
う
に
改
革
に
全
力
を
尽
く
す

よ
う
促
し
た
。

　

初
め
に
、「
勝
手
向
」
を
任
せ
た
か
ら
に
は
「
為
国
家
尽
精
力
可
致
心
配
」

と
励
ま
し
、
次
い
で
胸
の
内
を
述
べ
た
。
藩
財
政
の
悪
化
は
知
行
三
二
万
石
に

見
合
わ
な
い
放
漫
政
治
が
原
因
で
あ
り
、家
老
辺
の
「
旧
俗
弊
風
」
の
処
置
や
、

以
下
の
家
臣
た
ち
の
大
名
と
は
潰
れ
な
い
も
の
と
の
安
易
な
心
得
方
、
ま
た
凶

年
対
策
の
不
備
な
ど
、
具
体
例
を
あ
げ
て
こ
れ
ま
で
の
藩
政
を
批
判
し
た
。
当

然
、
借
財
に
関
し
て
も
厳
し
か
っ
た
。

　
　

�

昨
秋
清（

借
財
担
当
者
）

債
方
よ
り
借
財
埋
立
之
書
付
指
出
候
処
、
家
中
半
知
、
在
町
之
冥

加
調
達
等
い
つ
か
た
へ
参
り
候
茂
分
り
か
ね
、
其
上
辰（

弘
化
元
）年

よ
り
三
ケ
年
に

も
相
成
候
得
共
、
一
向
目
か
見
へ
不
申
、
却
而
七
、八
千
両
計
り
余
計
ニ

相
成
候
、

　

借
財
用
の
財
源
は
確
保
し
た
筈
な
の
に
、
年
間
収
支
が
「
七
、八
千
両
」
も

出
費
増
と
は
何
事
か
と
問
い
、
収
支
を
正
常
化
し
、
根
本
で
あ
る
君
主
の
「
国

民
撫
育
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
と
の
主
張
で
あ
る
。
す
べ
て
を
天
方
に
託
し

て
の
詰
問
で
あ
っ
た
。

　

で
は
今
や
一
番
の
課
題
と
な
っ
た
借
財
の
返
済
は
ど
の
よ
う
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
こ
こ
で
は
表
５
に
よ
り
①
の
弘
化
元
年
を
基
準
と
し
、
②
弘
化
三
年
か
ら

③
嘉
永
元
年
に
至
る
大
ま
か
な
経
過
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
全
体
の
借
財
額
は
、
表
の
①
と
③
の
五
年
間
に
お
い
て
一
一
万
両
余

減
少
し
て
お
り
、
多
難
な
が
ら
返
済
に
か
な
り
の
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
①
に
は
借
財
全
体
に
関
わ
る
利
息
五
万
三
〇
〇
〇

両
余
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
別
に
す
る
と
実
質
は
六
パ
ー
セ
ン
ト
弱
、

五
万
七
〇
〇
〇
両
余
の
減
少
で
あ
る
。

　

次
に
一
〇
万
両
を
超
え
る
大
口
の
借
用
先
だ
が
、
幕
府
公
金
関
係
は

一
万
六
〇
〇
〇
両
余
（
約
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
増
加
し
、
江
戸
金
主
分
は

六
〇
〇
〇
両
余
減
少
す
る
。
も
っ
と
も
、
多
額
の
大
坂
は
変
化
な
く
、
加
賀
も

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
幕
府
公
金
に
依
存
を
強
め
、
他
国
金
主

分
の
多
く
は
返
済
期
限
が
過
ぎ
て
も
「
断
延
」
と
す
る
の
は
変
わ
ら
な
い
よ
う

だ
。

　

一
方
、
国
元
分
は

同
じ
五
年
間
に
三
万 

四
〇
〇
〇
両
余
の
減

少
で
あ
る
。
藩
は
こ

ち
ら
の
返
済
に
は
他

国
分
以
上
に
力
を
入

れ
て
き
た
感
が
あ
る
。

し
か
し
実
は
②
と
③

に
含
ま
れ
る
内
訳
の

一
一
万
両
の
町
在
内

用
達
新
古
調
達
や
札

所
分
の
金
額
を
み
る

と
①
と
大
差
は
な
い
。

そ
れ
に
藩
が
弘
化
二

年
に
新
し
く
命
じ
た

五
万
〇
一
五
〇
両
の

年
借用先

①弘化１年 ②弘化３年 ③嘉永元年
金額 割合（％） 金額 割合（％） 金額 割合（％）

公金 119,687 12.5 125,135 14.1 135,909 15.9 
寺社 30,818 3.2 24,328 2.7 12,668 2.0 
大名 14,500 1.5 16,400 1.9 13,400 1.6 
江戸 134,069 14.0 138,644 15.7 127,432 14.9 
大坂 180,631 18.8 180,631 20.4 180,631 21.2 
京都 17,691 1.8 17,691 2.0 11,165 1.3 
加賀 122,992 12.8 121,920 13.8 121,245 14.2 
近隣 12,994 1.4 9,697 1.1 7,994 0.9 
国元 272,005 28.4 250,529 28.3 237,809 27.9 
利息 53,064 5.5 0 0 0 0
合計 958,451 99.9 884,975 100.0 848,253 99.9 

（注）金額は両未満を切り捨て、割合（パ－セント）は少数第二位を四捨五入した。
　①は「御借財元寄」（『福井市史 資料編５近世三』のうち３－ 230）より作成。
　②は「弘化三年春御借財残元」（『福井市史 資料編５近世三』３－ 233）よ作成。
　③は松平文庫 847「会計之部」のうち「申年御借財元并御訳立仮積」より作成。

　表５　弘化元～嘉永元年福井藩借財先別の金額と割合 （単位：両）
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調
達
金
は
当
表
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
前
途
は
な
お
容
易
で
な
い
こ
と
に

な
る
。
付
記
す
る
と
、
弘
化
三
年
九
月
よ
り
同
年
末
ま
で
の
「
借
財
方
本
立
仮

積（
（（
（

」
に
は
当
暮
借
財
返
済
は
一
万
四
六
七
〇
両
余
の
元
金
不
足
と
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
量
制
は
こ
こ
数
年
一
応
安
定
し
て
い
た
。
弘
化
三
年
の
年
貢
収

納
も
順
調
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
そ
の
「
有
余
」
分
を
借
財
方
へ
回
す
意
見

が
出
て
き
た
。
だ
が
量
制
方
は
、
こ
れ
は
担
当
者
た
ち
が
今
年
努
力
し
た
結
果

だ
と
し
、
他
に
転
用
す
る
こ
と
に
は
納
得
し
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
展
開
に
国
元

の
家
老
達
は
心
配
し
、
翌
四
年
七
月
に
江
戸
家
老
狛
木
工
へ
手
紙
を
送
り
、
こ

の
ま
ま
だ
と
や
は
り
借
財
返
済
は
町
在
へ
の
調
達
金
頼
み
し
か
な
く
な
る
と
伝

え
て
、
慶
永
に
判
断
を
求
め
た
り
し
て
い
る（

（（
（

。

　

も
っ
と
も
領
民
へ
の
転
嫁
は
い
ず
れ
で
あ
れ
主
君
慶
永
が
反
対
な
の
は
目
に

見
え
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
通
り
慶
永
は
納
得
し
な
か
っ
た
。
先
に
天
方
宛
の

「
愚
意
之
覚
」
で
示
し
た
、
財
政
の
「
根
本
」
に
戻
っ
て
の
徹
底
し
た
吟
味
が

足
り
な
い
と
の
返
答
で
あ
っ
た
。
慶
永
の
仁
政
方
針
が
い
っ
そ
う
強
調
さ
れ
た

反
面
、
借
財
返
済
は
相
変
わ
ら
ず
見
通
し
の
立
た
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

３
、
嘉
永
期
、
続
く
財
政
停
滞
と
慶
永

　

札
所
の
過
札
停
廃
も
未
だ
先
を
見
通
せ
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
弘

化
四
年
三
月
九
日
、
新
た
な
「
過
札
停
廃
規
定
書
」
を
定
め
発
表
し
た（

（（
（

。
だ
が

動
き
出
し
て
み
る
と
成
果
を
得
る
に
は
遠
い
実
状
だ
っ
た
。
や
む
な
く
同
年

一
一
月
一
六
日
、
昨
年
の
幕
府
馬
喰
町
役
所
よ
り
の
貸
付
金
は
特
別
だ
と
し
、

そ
の
返
済
は
元
利
共
に
勘
定
所
に
任
す
こ
と
に
し
た
。
結
局
、
御
奉
行
管
轄
の

勘
定
所
が
、
借
財
の
み
な
ら
ず
札
所
方
の
過
札
停
廃
に
も
責
任
を
も
つ
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

そ
の
上
で
同
年
一
二
月
、
改
め
て
廃
札
案
を
立
て
た
。
弘
化
四
年
暮
か

ら
翌
年
春
に
越
す
銀
や
米
（「
有
余
」
分
）
が
計
一
六
五
〇
貫
匁
（
米
約

二
万
七
五
〇
〇
俵
）
見
込
ま
れ
る
か
ら
、
こ
の
分
を
七
年
後
末
ま
で
に
廃
札
に

す
る
計
画
で
あ
る
。そ
う
す
れ
ば
藩
の
過
札
に
対
す
る
信
用
が
つ
き
金
位
も「
多

分
」
下
が
る
と
考
え
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
銀
米
分
は

量
制
方
が
努
力
し
て
確
保
し
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
年
貢
収
納
に
「
有
余
（
余

裕
）」
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
故
こ
の
件
に
つ
い
て
は
主
君
の
「
思

召
」
に
よ
る
「
厳
命
」
の
か
た
ち
で
発
表
し
、
量
制
方
を
納
得
さ
せ
る
べ
き
と

し
た（

（（
（

。
た
だ
し
、
慶
永
は
「
厳
命
」
だ
と
各
担
当
者
た
ち
の
自
主
性
を
奪
い
気

力
を
失
わ
せ
る
だ
け
と
考
え
、
承
知
し
な
い
と
思
わ
れ
て
お
り
、
実
際
嘉
永
元

年
に
入
っ
て
も
こ
の
件
が
表
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（（
（

。

　

一
方
で
は
、
無
理
を
承
知
で
以
前
の
よ
う
に
別
途
借
用
先
を
確
保
す
べ
き
だ

と
の
声
も
高
ま
っ
て
き
た
。
札
所
元
締
や
内
用
達
の
み
な
ら
ず
一
般
領
民
も
加

え
た
調
達
金
、
あ
る
い
は
大
坂
や
江
戸
の
大
名
貸
に
頼
る
案
で
あ
る
。
領
内
一

般
へ
は
五
千
貫
匁
、
七
千
貫
匁
、
一
万
貫
匁
な
ど
様
々
な
検
討
が
あ
っ
た
。
そ

し
て
こ
の
と
き
、
提
案
者
た
ち
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
た（

（（
（

。

　
　

�

五
千
〆
匁
不
取
と
も
半
ニ
而
も
取
徳
、
其
響
ニ
而
地
下
之
相
場
追
々
引
上

候
ハ
ヽ
、
取
り
も
不
直
サ
御
勘
定
所
之
御
徳
分
相
顕
可
申
哉
之
事
、

　

目
標
は
五
千
貫
匁
の
調
達
だ
が
、
た
と
え
半
額
で
あ
れ
札
所
に
信
用
が
つ
き

次
第
に
銀
札
相
場
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ら
、
そ
の
分
が
勘
定
所
両
替
の
「
徳

分
」
に
な
る
か
ら
、
是
非
こ
の
調
達
を
実
施
す
る
よ
う
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

と
に
か
く
少
し
で
も
金
子
を
確
保
し
た
い
算
段
で
あ
る
。
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天
保
～
嘉
永
期
の
福
井
藩
財
政
改
革
に
つ
い
て

　

だ
が
、藩
主
慶
永
は
や
は
り
い
ず
れ
の
調
達
案
も
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

家
中
・
領
民
へ
こ
れ
以
上
経
済
的
負
担
を
か
け
る
こ
と
は
、
あ
る
べ
き
君
主
像

に
背
く
と
し
、
更
な
る
検
討
を
求
め
判
断
を
避
け
続
け
た
。
嘉
永
元
年
の
春
に

は
五
月
に
江
戸
か
ら
帰
国
す
る
ま
で
待
て
と
指
示
し
、
帰
国
し
た
も
の
の
実
父

田
安
斉
匡
が
六
月
八
日
に
死
去
す
る
と
、
今
度
は
調
達
が
葬
儀
に
関
わ
る
不
時

出
費
を
含
め
た
「
頼
金
」
と
さ
れ
る
か
ら
、「
此
方
（
慶
永
）」
の
み
な
ら
ず
亡

父
の
「
不
徳
」
に
も
な
る
と
承
知
し
な
か
っ
た
。

　

慶
永
の
変
わ
ら
な
い
主
張
に
天
方
孫
八
以
下
、
借
財
担
当
役
人
た
ち
も
ほ
と

ほ
と
窮
し
て
し
ま
っ
た
。
今
年
は
公
金
は
じ
め
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
返
済
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
が
七
、八
千
両
、
来
年
は
毎
年
一
万
五
、六
千
両
に
も
な

る
。
今
年
は
何
と
か
凌
ぐ
と
し
て
次
年
か
ら
は
手
立
て
が
な
い
。
そ
こ
で
一
〇

月
一
一
日
、
勝
手
掛
り
天
方
が
直
接
慶
永
に
危
機
的
な
現
状
を
説
明
し
判
断
を

仰
ぐ
こ
と
に
し
た
。
強
調
し
た
の
は
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る（

（（
（

。

　

①�

借
財
は
弘
化
三
年
ま
で
は
家
中
四
か
年
の
半
減
借
米
や
町
在
調
達
金
、
定

免
制
、
町
在
冥
加
上
納
、
量
制
と
借
財
の
分
担
等
で
あ
る
程
度
返
済
で
き

た
。

　

②�

し
か
し
、
嘉
永
元
年
以
降
は
家
中
半
減
等
す
べ
て
主
君
の
「
御
詞
」
で
中

止
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
心
配
で
な
ら
な
い
。

　

③�

頼
れ
る
の
は
三
国
湊
の
内
田
・
三
国
両
豪
商
で
あ
る
。
し
か
し
両
人
に
は

江
戸
藩
邸
へ
の
運
送
金
を
任
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
凶
荒
の
際
に
は
両
家
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
す
る
と
残
る
は
町
在
で
の
調
達
し
か
な
い
。

　

④�

札
所
過
札
の
停
廃
は
覚
束
な
い
。「
量
制
」の「
有
余
」案
も
見
込
め
な
い
。

　

⑤�

公
金
等
は
「
御
頼
」
や
「
断
延
」
で
済
ま
す
が
、
す
で
に
三
国
町
二
人
と

金
津
町
二
人
の
商
人
は
調
達
金
返
済
が
な
く
破
産
寸
前
で
手
当
が
必
要
だ
。

　

⑥�

と
に
か
く
年
々
一
万
両
の
「
本
増
」
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
二
〇
年
間
は

家
中
増
借
米
や
各
奉
行
等
へ
委
任
し
て
の
「
御
趣
法
」
に
よ
る
か
、
た
だ

天
の
幸
を
待
つ
の
か
「
急
評
」
願
い
た
い
。

  

弘
化
元
年
以
来
の
財
政
改
革
を
振
り
返
り
一
定
の
進
展
は
あ
っ
た
が
、
今
後

の
見
通
し
が
立
た
な
い
と
訴
え
、
こ
の
ま
ま
で
は
や
は
り
家
中
や
領
民
に
負
担

を
求
め
る
し
か
な
く
、
そ
れ
が
主
君
の
意
向
に
添
わ
な
い
な
ら
、
で
は
ど
う
す

る
の
か
指
示
を
早
く
ほ
し
い
と
慶
永
に
決
断
を
迫
っ
た
の
で
あ
る
。

　

嘉
永
二
年
、
上
府
が
近
づ
く
や
さ
す
が
の
慶
永
も
諦
め
た
。
二
月
一
七
日
、

家
老
共
を
集
め
て
確
認
の
上
、
金
津
奉
行
・
町
奉
行
及
び
三
人
の
郡
奉
行
を
呼

び
、
か
れ
ら
「
支
配
頭
」
へ
「
清
債
方
公
金
共
類
用
致
方
無
之
」
と
告
げ
て
任

せ
る
こ
と
に
す
る（

（（
（

。

　
　

�

我
等
よ
り
違
約
い
た
し
、
悪
人
之
魁
収
斂
君
と
相
成
候
間
、
何
卒
支
配
頭

に
て
厚
相
心
得
、
心
配
之
致
方
も
無
之
哉
折
入
頼
入
候
、
尤
か
く
発
表
ニ

相
成
候
上
者
、
政
事
ニ
も
障
り
有
之
へ
く
か
ニ
候
得
と
も
、
何
卒
此
辺
之

所
良
計
善
算
相
頼
候
事
ニ
候
、
右
不
容
易
数
口
相
頼
候
上
者
撫
育
も
行
届

申
間
敷
候
得
共
、
弥
以
其
等
之
儀
も
心
配
頼
入
候
、
右
頼
一
条
者
違
約
変

心
多
罪
重
々
不
届
ニ
候
得
共
、
難
渋
い
た
し
候
我
等
之
心
中
恐
察
致
呉
、

精
誠
致
心
配
候
様
頼
入
候
、

  
慶
永
は
再
び
誇
り
あ
る
仁
君
へ
の
希
望
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ

る
。も
は
や
挫
折
感
を
か
み
し
め
る
し
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
違
約
変
心
」

し
、
今
後
は
「
悪
人
之
魁
、
収
斂
君
」
に
な
る
と
の
自
嘲
的
な
こ
と
ば
が
そ
の

こ
と
を
よ
く
言
い
表
し
て
い
る
。
そ
れ
故
慶
永
は
天
方
に
頼
る
し
か
な
い
と
実



16

若
越
郷
土
研
究　

六
十
八
巻
一
号

感
し
た
よ
う
だ
。
即
ち
自
ら
の
主
張
を
撤
回
し
た
翌
日
の
二
月
一
八
日
、
天
方

を
「
思
召
」
に
よ
る
と
し
て
勝
手
掛
り
兼
札
所
掛
り
に
任
じ
る
。

  

天
方
は
期
待
に
応
え
る
べ
く
配
下
の
御
奉
行
た
ち
を
駆
使
し
必
死
に
働
い

た
。
特
に
札
所
過
札
の
停
廃
と
両
替
復
古
の
た
め
の
新
規
の
資
金
調
達
先
探
し

に
力
を
入
れ
た
。
嘉
永
三
年
末
ま
で
に
限
っ
て
も
、
例
え
ば
、
御
三
卿
の
一
橋

家
に
頼
っ
て
名
目
金
名
義
で
三
万
両
借
用
し
（
場
合
に
よ
っ
て
は
田
安
家
に
も

協
力
依
頼
）、
そ
れ
を
藩
の
大
坂
館
入
り
の
豪
商
六
軒
を
中
心
に
更
に
九
軒
を

加
え
た
一
五
軒
で
札
所
両
替
を
引
き
受
け
さ
せ
る
案
の
検
討
が
あ
っ
た
。
あ
る

い
は
三
国
湊
の
内
田
・
三
国
両
家
に
加
え
、
加
賀
の
木
谷
藤
右
衛
門
家
を
頼
る

案
、
家
中
百
石
以
上
へ
百
石
に
つ
き
銀
百
匁
ず
つ
の
取
立
案
、
凶
年
用
に
積
み

立
て
る
こ
と
に
し
た
義
免
籾
の
流
用
案
な
ど
も
出
た
。
三
国
湊
の
繁
栄
に
注
目

し
、
入
荷
す
る
塩
に
「
趣
法
」
を
設
け
れ
ば
年
に
千
両
余
は
望
め
る
と
か
、「
他

国
出
船
」
が
三
百
艘
も
あ
る
か
ら
各
船
に
課
税
し
た
ら
と
い
う
案
ま
で
飛
び

交
っ
た（

（（
（

。

　

た
だ
し
そ
れ
ら
の
提
案
の
ど
の
一
つ
も
具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
形
跡
は
な

い
。
し
か
も
嘉
永
四
年
に
入
る
頃
か
ら
、
本
保
領
民
が
福
井
藩
の
銀
札
両
替
に

不
信
を
抱
き
、
ま
た
も
本
保
役
所
に
訴
え
る
気
配
を
み
せ
て
い
た
。
弘
化
元
年

に
福
井
藩
札
所
元
締
共
と
本
保
領
郡
中
村
々
惣
代
共
と
の
間
で
取
り
交
わ
し

た
、
七
年
後
に
両
替
復
古
の
約
定
が
守
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
か

ら
で
あ
っ
た
。
福
井
藩
が
再
び
銀
札
半
額
化
に
よ
る
新
札
発
行
を
実
施
す
る
の

で
は
な
い
か
と
も
疑
っ
て
い
た
。

　

実
際
、
嘉
永
四
年
正
月
、「
郡
中
村
々
組
惣
代
」
が
本
保
役
所
に
嘆
願
書
を

提
出
し
、
福
井
藩
札
所
に
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
藩
札
所
は
新
札
発
行
の

件
を
き
っ
ぱ
り
打
ち
消
し
た
が
、
す
る
と
本
保
側
は
そ
の
点
は
納
得
し
た
も
の

の
、
先
に
七
年
後
と
約
束
し
た
両
替
復
古
の
期
限
厳
守
を
求
め
て
き
た
。
だ
が

見
込
み
が
立
た
な
い
福
井
藩
側
は
数
年
後
の
復
古
は
無
理
と
し
、
延
期
を
要
請

す
る
し
か
な
か
っ
た
。
本
保
側
は
渋
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
福
井
藩
側
が
示
し
た

一
三
年
後
に
は
必
ず
復
古
さ
せ
る
と
の
確
約
と
、
そ
の
期
間
内
の
復
古
に
向
け

た
元
締
共
の
資
金
保
証
を
聞
き
納
得
す
る
。

　

翌
二
月
、
福
井
藩
札
所
元
締
内
藤
理
兵
衛
等
八
人
と
本
保
領
割
元
及
び
同
領

郡
中
村
々
惣
代
大
野
郡
西
遅
羽
村
又
兵
衛
等
の
九
人
と
の
間
で
、
両
替
を
定
め

た
「
再
談
年
季
延
規
定
」
を
取
り
交
わ
し
た（

（（
（

。
当
嘉
永
四
年
か
ら
三
年
間
は
両

替
一
両
一
二
七
匁
、
次
の
三
年
間
は
一
二
六
匁
、
そ
の
次
の
同
期
間
は
一
二
四

匁
と
し
、
最
後
の
四
年
間
で
追
々
元
相
場
の
六
五
匁
に
戻
す
約
定
で
あ
る
。

　

右
の
札
所
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
福
井
藩
財
政
改
革
は
、
元
来
が
藩

の
無
節
操
な
放
漫
財
政
に
起
因
し
、
事
が
幕
府
に
伝
わ
り
幕
威
を
背
景
に
行
わ

れ
て
も
、
最
終
的
に
は
有
力
豪
商
・
豪
農
層
に
よ
っ
て
一
応
の
結
果
を
得
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
本
質
的
解
決
で
は
な
い
か
ら
、
当
然
藩
の
財
政
不
安

は
嘉
永
期
以
降
も
折
あ
る
ご
と
に
表
面
化
す
る
。 

　
　
　

お 

わ 

り 

に

　

史
料
に
そ
っ
て
天
保
～
嘉
永
期
に
至
る
財
政
改
革
を
み
て
き
た
。
要
点
を
簡

単
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

  

①
改
革
の
主
導
者
は
新
藩
主
松
平
慶
永
に
近
侍
す
る
中
根
雪
江
等
一
部
の
家

臣
で
、
か
れ
ら
は
幕
命
を
掲
げ
家
中
・
領
民
に
協
力
を
強
制
し
進
め
た
。
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天
保
～
嘉
永
期
の
福
井
藩
財
政
改
革
に
つ
い
て

　

②
そ
の
結
果
、
天
保
一
四
年
末
に
藩
札
所
の
両
替
不
安
と
過
札
問
題
は
目
前

の
危
機
を
脱
し
、
翌
年
に
は
量
制
（
年
間
収
支
）
の
正
常
化
と
莫
大
な
借
財
解

決
に
取
り
か
か
っ
た
。
だ
が
、
家
臣
の
知
行
制
停
止
や
農
民
へ
の
年
貢
増
徴
な

ど
過
酷
な
負
担
と
節
制
の
強
制
は
、
家
中
・
領
民
か
ら
強
い
反
発
を
受
け
る
。

改
革
は
中
断
さ
れ
、
中
根
は
罷
免
さ
れ
た
。

　

③
藩
内
は
混
乱
を
深
め
た
が
、
成
長
し
た
青
年
君
主
慶
永
は
、
弘
化
三
年
、

人
事
を
強
行
し
て
側
近
体
制
を
確
立
し
、
同
年
末
に
は
他
領
分
の
み
だ
が
銀
札

両
替
を
復
古
さ
せ
た
。
借
財
は
少
し
ず
つ
減
少
、
藩
内
も
一
応
落
ち
着
く
。

　

④
し
か
し
、
財
政
危
機
が
解
消
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
相
変
わ
ら
ず
過
札
停

廃
や
借
財
返
済
の
資
金
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
翌
年
正
月
、
実
務
に
秀
で
た

天
方
孫
八
を
再
登
用
し
改
革
を
任
せ
た
。
す
る
と
様
々
な
金
策
案
が
提
案
さ
れ

た
が
、
い
ず
れ
も
慶
永
の
意
に
添
わ
ず
、
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

⑤
慶
永
は
復
古
的
・
理
想
的
な
仁
政
論
に
立
ち
、
却
っ
て
家
中
・
領
民
へ
の

手
当
や
貧
窮
者
救
恤
を
説
き
、
そ
れ
に
か
な
う
案
を
求
め
た
か
ら
で
あ
る
。

　

⑥
そ
の
ま
ま
嘉
永
期
を
迎
え
た
が
、
同
二
年
、
財
政
の
行
き
詰
ま
り
に
慶
永

は
折
れ
、
結
局
、
資
金
調
達
は
旧
来
の
方
法
に
戻
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
う
ち
弘
化
四
年
以
降
は
④
の
天
方
た
ち
の
実
務
的
立
場
と
、
⑤
の
慶

永
と
の
政
治
思
想
に
基
づ
く
議
論
が
展
開
さ
れ
、
同
二
年
、
慶
永
は
持
論
の
撤

回
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
で
諦
め
て
し
ま
う
慶
永
で
な
い
こ
と
は

前
に
も
み
た
通
り
で
、
こ
こ
か
ら
ま
た
新
た
な
嘉
永
期
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
は
嘉
永
期
に
焦
点
を
あ
て
た
確
認
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
に

は
本
論
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
藩
主
慶
永
の
政
治
思
想
や
役
割
を
正

し
く
検
討
す
る
こ
と
が
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。
残
さ
れ
た
課
題
と
し
た
い
。

　

今
一
つ
大
切
な
こ
と
が
あ
る
。
高
木
氏
の
研
究
を
ど
の
よ
う
に
継
承
す
る
か

で
あ
る
。
例
え
ば
、
氏
は
中
根
た
ち
を
改
革
派
、
対
立
す
る
家
老
以
下
を
保
守

派
と
し
、
前
者
の
例
を
弘
化
三
年
の
人
事
表
で
例
示
し
た（

（（
（

。
だ
が
各
人
物
を
み

る
限
り
で
は
あ
ま
り
説
得
力
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両
者
を
区
別
す
る
ほ

ど
の
党
派
的
対
立
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
点
を
注
意
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
氏
は
当
該
期
の
改
革
に
つ
い
て
、
先
進
的
な
雄
藩
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
農
地
策
や
農
民
的
商
品
生
産
へ
の
関
心
を
示
さ
ず
、
嘉
永
二
年
に
は
専
売
制

も
撤
廃
さ
れ
た
と
指
摘
し
た（

（（
（

。
中
根
た
ち
の
改
革
に
革
新
性
が
見
え
な
い
こ
と

は
そ
の
通
り
と
思
う
。
け
れ
ど
も
、
第
三
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
弘
化
二
年

以
来
全
領
内
農
民
か
ら
の
冥
加
金
上
納
が
始
ま
り
、
ま
た
弘
化
四
年
以
降
、
勝

手
掛
り
天
方
た
ち
は
借
財
返
済
資
金
等
の
確
保
に
手
を
尽
く
し
た
り
、
三
国
湊

へ
出
入
り
す
る
多
数
の
船
や
塩
な
ど
諸
産
物
へ
の
課
税
を
考
え
た
り
と
、
流
通

や
農
村
経
済
へ
の
新
た
な
関
心
を
寄
せ
出
し
て
い
た
。
高
木
氏
の
論
を
発
展
さ

せ
る
た
め
に
も
、
今
後
の
そ
れ
ら
の
研
究
を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）
中
根
雪
江
は
前
藩
主
斉
善
の
と
き
は
側
用
人
見
習
兼
奏
者
。
藩
主
慶
永
の
襲
封
後
は

「
御
家
督
御
引
移
御
用
掛
り
」
と
な
り
、
以
後
も
終
始
慶
永
最
側
近
と
し
て
活
躍
す
る
。

（
２
）
戦
後
分
で
は
信
夫
清
三
郎
『
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
論
』（
河
出
書
房
、
一
九
四
九
）、
加

藤
亥
八
郎
「
越
前
藩
に
お
け
る
改
革
と
そ
の
構
想
」（『
日
本
史
研
究
』
一
八
、一
九
五
三
）、

山
口
宗
之
「
天
保
期
に
お
け
る
藩
政
の
改
革
（
福
井
藩
）」（『
明
治
維
新
史
研
究
講
座
』
二
、

平
凡
社
、
一
九
五
八
）、
三
上
一
夫
『
公
武
合
体
論
の
研
究
』
第
一
篇
第
二
章
二
（
お
茶
の
水

書
房
、
一
九
七
九
）、
等
が
あ
る
。
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六
十
八
巻
一
号

（
３
）（
中
根
雪
江
先
生
百
年
祭
事
業
会
、
一
九
七
七
）。

（
４
）『
中
根
雪
江
著 

奉
答
紀
事 

春
嶽
松
平
慶
永
実
記
』（
新
編
日
本
史
籍
協
会
叢
書
１
、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
）。
以
下
、『
奉
答
紀
事
』
と
略
称
す
る
。

（
５
）『
史
学
』
第
五
七
巻
四
号
（
三
田
史
学
会
、
一
九
八
八
）。
高
木
氏
は
著
者
『
日
本
近

世
社
会
と
明
治
維
新
』（
有
志
舎
、二
〇
〇
九
）の
第
三
章
に
お
い
て
当
論
文
に
基
づ
き「
天

保
弘
化
期
の
越
前
藩
政
」
を
執
筆
し
て
い
る
。

（
６
）
前
掲
注
（
５
）、
六
〇
一
～
六
〇
四
ペ
ー
ジ
。

（
７
）
松
平
文
庫
八
六
六
「
銀
局
一
件
書
類
」
の
う
ち
天
保
一
〇
年
一
二
月
六
日
「
水
野
越
前

守
殿
ニ
而
御
渡
御
書
付
写
」。
松
平
文
庫
（
福
井
県
文
書
館
保
管
）
史
料
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
に
記
載
し
た
よ
う
に
『
松
平
文
庫
福
井
藩
史
料
目
録
』（
福
井
県
立
図
書
館
、
一
九
八
九
）

所
載
の
番
号
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
と
す
る
。

（
８
）『
福
井
藩
士
履
歴
』
５
（
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
13
、
福
井
県
文
書
館
、

二
〇
一
七
）。
な
お
、
本
稿
で
は
以
後
福
井
藩
士
の
人
事
や
役
職
（
異
動
を
含
む
）
に
つ

い
て
は
当
『
福
井
藩
士
履
歴
』（
１
～
11
、
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
、
福
井
県
文
書
館
、

二
〇
一
三
～
二
三
）
に
よ
る
こ
と
と
し
、
特
別
の
場
合
を
除
き
注
記
し
な
か
っ
た
。

（
９
）
三
国
（
宮
腰
屋
）
与
兵
衛
長
男
。
廻
船
問
屋
を
営
む
親
与
兵
衛
が
天
保
二
年
蟄
居
と

な
り
、
与
之
祐
が
親
の
知
行
三
〇
〇
石
を
拝
領
し
た
が
、
親
が
許
さ
れ
た
後
は
共
に
活

躍
し
た
（
松
平
文
庫
九
二
七
「
諸
役
人
并
町
在
御
扶
持
人
姓
名
」
の
う
ち
「
御
国
在
方
」）。

三
国
家
は
正
し
く
は
三
国
湊
九
頭
竜
川
対
岸
の
坂
井
郡
泥
原
新
保
浦
に
住
居
を
構
え
て

い
た
。
た
だ
し
、
同
家
は
三
国
湊
の
代
表
的
豪
商
と
目
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
稿
で
は
便
宜
上
そ
の
よ
う
に
扱
っ
た
。
な
お
三
国
家
に
つ
い
て
は
「
三
国
家
と
三
国

大
学
」（『
福
井
藩
と
豪
商
―
時
代
を
彩
っ
た
豪
商
た
ち
―
』
第
二
章
、
福
井
市
立
郷
土

歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
六
）
を
参
照
。

（
10
）『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
１
』
天
保
一
一
年
二
月
二
日
条
（
福
井
県
文
書
館
資
料
叢

書
４
、
福
井
県
文
書
館
、
二
〇
一
〇
）。

（
11
）
松
平
文
庫
六
六
五
「
命
令
之
部
」
天
保
一
一
年
三
月
二
六
日
条
。

（
12
）
天
保
一
一
年
八
月
「
銀
札
両
替
一
件
ニ
付
駕
籠
訴
願
書
」（
山
本
喜
平
家
文
書
、『
福

井
県
史 

資
料
編
５ 

中･

近
世
三
』、
福
井
県
、
一
九
八
五
）。

（
13
）
天
保
一
一
年
一
二
月
朔
日
「
水
野
越
前
守
殿
江
御
渡
御
書
付
写
」（
松
平
文
庫

八
六
六
）。

（
14
）
前
掲
注
10
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
１
』
天
保
一
二
年
正
月
五
日
条
。

（
15
）
前
掲
注
10
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
１
』
天
保
一
二
年
四
月
五
日
条
。

（
16
）
前
掲
注
10
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
１
』
天
保
一
二
年
四
月
二
三
日
条
。

（
17
）「
御
用
金
控
帳
」
天
保
一
一
・
同
一
二
年
の
項
（『
福
井
市
史 

資
料
編
７ 

近
世
五
』、

福
井
市
、
二
〇
〇
二
）。

（
18
）
御
奉
行
は
福
井
藩
で
は
「
財
政
総
轄
」
を
任
務
と
す
る
重
職
。
四
人
で
構
成
さ
れ
中

級
家
臣
中
か
ら
任
じ
ら
れ
る
（
鈴
木
準
道
著
・
舟
澤
茂
樹
校
訂
『
福
井
藩
史
事
典
』
歴

史
図
書
社
、
一
九
七
九
）。
藩
の
諸
職
に
は
郡
奉
行
な
ど
「
奉
行
」
名
の
つ
く
役
職
が
か

な
り
あ
る
が
、
御
奉
行
と
単
独
で
用
い
る
と
き
は
「
財
政
総
轄
」
の
当
奉
行
を
さ
す
。

（
19
）
本
多
筑
後
に
つ
い
て
は
「
歴
代
勤
仕
録
略
」（
本
多
重
方
家
文
書
、
坂
井
市
龍
翔
博

物
館
蔵
）
に
よ
る
。

（
20
）
松
平
文
庫
六
六
五
「
命
令
之
部
」
天
保
一
三
年
八
月
一
五
日
条
、
及
び
「
札
所
御
改

正
始
末
略
記
」（
前
掲
注
４
『
奉
答
紀
事
』
二
七
～
六
四
ペ
ー
ジ
）。
以
下
、
札
所
問
題

に
関
す
る
『
奉
答
紀
事
』
分
は
当
「
札
所
御
改
正
始
末
略
記
」
の
こ
と
で
あ
る
。

（
21
）
中
根
は
前
掲
注
４
『
奉
答
紀
事
』、
山
口
は
「
山
口
家
譜
」（『
福
井
市
史
資
料
編
７ 

近
世
五
』、
福
井
市
、
二
〇
〇
二
）
天
保
一
三
年
八
月
一
五
日
条
。
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天
保
～
嘉
永
期
の
福
井
藩
財
政
改
革
に
つ
い
て

（
22
）
前
掲
注
４
『
奉
答
紀
事
』
三
七
ペ
ー
ジ
。

（
23
）
前
掲
注
４
『
奉
答
紀
事
』
三
九
～
四
〇
ペ
ー
ジ
。

（
24
）
前
掲
注
４
『
奉
答
紀
事
』
四
三
ペ
ー
ジ
。

（
25
）
前
掲
注
10
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
１
』
天
保
一
三
年
一
〇
月
一
七
日
条
。

（
26
）
前
掲
注
10
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
１
』
天
保
一
四
年
四
月
二
一
日
条
。

（
27
）
前
掲
注
４
『
奉
答
紀
事
』
四
四
～
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
28
）
前
掲
注
４
『
奉
答
紀
事
』
四
八
ペ
ー
ジ
。

（
29
）
前
掲
注
４
『
奉
答
紀
事
』
五
〇
・
五
一
ペ
ー
ジ
。

（
30
）
前
掲
注
４
『
奉
答
紀
事
』
五
八
～
六
二
ペ
ー
ジ
。

（
31
）
前
掲
注
４
『
奉
答
紀
事
』
五
四
～
五
六
ペ
ー
ジ
。
こ
の
会
談
の
と
き
、
中
根
と
豊
田

は
当
初
互
い
に
相
手
に
対
し
か
な
り
の
偏
見
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
。
中
根
は
豊
田
を

「
此
人
評
定
所
調
役
を
被
勤
た
る
由
ニ
而
殊
之
外
厳
酷
苛
察
に
て
圧
政
甚
し
」
と
警
戒
し

（
前
掲
注
４
『
奉
答
紀
事
』
五
三
ペ
ー
ジ
）、
一
方
、
豊
田
は
「
靫（

雪
江
）負

ハ
一
人
物
ニ
而
家

政
向
都
而
引
受
、
当
時
越
前
家
之
利
も
の
也
」（
西
沢
淳
男
編
『
飛
驒
郡
代
豊
田
友
直
在

勤
日
記
２
』
二
一
九
ペ
ー
ジ
、
岩
田
書
院
、
二
〇
二
〇
）
と
評
し
警
戒
し
て
い
た
。
全

体
と
し
て
豊
田
は
福
井
藩
を
か
な
り
客
観
的
に
理
解
し
て
お
り
、
こ
の
会
談
は
中
根
の

説
得
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
豊
田
の
姿
勢
に
も
か
な
り
助
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。

（
32
）
松
平
文
庫
八
六
六
よ
り
天
保
一
四
年
一
〇
月
一
〇
日
付
「
請
書
」。

（
33
）「
福
井
銀
札
規
定
書
」（
前
掲
注
12
、
山
本
喜
平
家
文
書
）。

（
34
）『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
２
』弘
化
元
年
七
月
七
日
条（
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
５
、

福
井
県
文
書
館
、
二
〇
一
〇
）。

（
35
）
前
掲
注
34
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
２
』
弘
化
元
年
一
〇
月
二
六
日
条
。

（
36
）
前
掲
注
８
『
福
井
藩
士
履
歴
』、
及
び
松
平
文
庫
六
六
五
「
命
令
之
部
」
弘
化
元
年

七
月
一
一
日
～
同
一
九
日
条
。

（
37
）
前
掲
注
34
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
２
』
弘
化
元
年
七
月
二
八
日
条
。

（
38
）
松
平
文
庫
六
六
五
「
命
令
之
部
」
弘
化
元
年
七
月
二
八
日
条
。

（
39
）
前
掲
注
34
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
２
』
弘
化
元
年
一
〇
月
二
八
日
条
。

（
40
）
前
掲
注
34
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
２
』
弘
化
元
年
一
一
月
一
八
日
条
。

（
41
）
松
平
文
庫
六
六
五
「
命
令
之
部
」
弘
化
元
年
一
〇
月
一
三
日
条
。

（
42
）
前
掲
注
５
、
表
８
、五
九
八
ペ
ー
ジ
。
な
お
本
稿
表
５
（
13
ペ
ー
ジ
）
も
参
照
。

（
43
）
福
井
藩
各
地
出
入
町
人
等
に
つ
い
て
は
「
給
帳
」（
嘉
永
五
年
、『
福
井
県
史 

資
料
編

３ 

中･

近
世
一
』、
福
井
県
、
一
九
八
二
）
参
照
。
な
お
、
加
賀
に
つ
い
て
は
長
山
直
治

「
木
谷
藤
右
衛
門
家
と
福
井
藩
関
係
文
書
」（『
福
井
県
文
書
館
紀
要
』
第
４
号
、
福
井
県

文
書
館
、
二
〇
〇
七
）
を
参
照
。

（
44
）
前
掲
注
34
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
２
』
弘
化
元
年
一
〇
月
一
三
日
条
。

（
45
）
前
掲
注
21
「
山
口
家
譜
」
弘
化
元
年
一
〇
月
一
二
日
条
。

（
46
）
前
掲
注
34
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
２
』
弘
化
元
年
一
一
月
二
九
日
条
。

（
47
）
弘
化
元
年
一
二
月
一
〇
日
頃
「
愚
衷
」（
松
平
文
庫
七
六
六
）、
及
び
同
年
一
二
月

二
七
日
「
演
説
之
覚
」（
同
）。
二
点
は
書
き
継
が
れ
て
一
冊
に
綴
ら
れ
、
文
末
に
「
御

家
老
中
へ
指
出
」
と
あ
る
。
筆
者
は
中
根
雪
江
と
思
わ
れ
、
包
紙
表
に
は
「
上　

弘
化

二
乙
巳
三
月
「
四（

朱
書
）日

」
指
出
す
に
付
鈴
木
主
税
／
迄　

中
根
雪
江
」
と
あ
る
。
中
根
が

当
初
は
「
家
老
中
」
を
通
し
て
慶
永
に
提
出
の
予
定
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
叶
わ
ず
信
頼

す
る
側
向
頭
取
鈴
木
主
税
の
手
か
ら
慶
永
に
届
く
こ
と
を
期
待
し
た
も
の
ら
し
い
。

（
48
）
松
平
文
庫
八
四
九
「
慶
永
公
御
直
書
写
／
御
勝
手
向
ニ
付
執
政
・
諸
有
司
評
議
録
」

よ
り
「
弘
化
二
乙
巳
年
三
月
三
日
御
家
老
共
江
之
御
直
書
」。

（
49
）
前
掲
注
34
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
２
』
弘
化
二
年
三
月
五
日
条
。
な
お
、
松
平
文
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六
十
八
巻
一
号

庫
六
六
五
「
命
令
之
部
」
同
年
月
日
条
に
は
「
代
官
方
」
へ
の
別
記
も
あ
る
。

（
50
）
松
平
文
庫
八
六
六
よ
り
弘
化
二
年
五
月
二
五
日
「
町
元
締
共
よ
り
御
達
書
写
」。

（
51
）
松
平
文
庫
八
六
六
よ
り
弘
化
二
年
五
月
札
所
奉
行
・
目
付
よ
り
「
演
説
之
覚
」。

（
52
）「
福
井
城
下
扶
持
人
姓
名
書
上
」（『
福
井
市
史 

資
料
編
７ 

近
世
五
町
方
』、
福
井
市
、

二
〇
〇
二
）。
及
び
松
平
文
庫
八
六
六
よ
り
「
弘
化
二
己
巳
内
用
達
共
厳
咎
」。

（
53
）
松
平
文
庫
八
六
六
よ
り
（
弘
化
二
年
）「
三
姦
商
御
咎
被
仰
付
候
手
続
荒
増
」。

（
54
）
松
平
文
庫
八
六
六
よ
り
「
弘
化
巳
并
午
年
／
馬
喰
町
御
拝
借
一
件
」。

（
55
）
松
平
文
庫
六
六
五
「
命
令
之
部
」
弘
化
二
年
一
〇
月
五
日
条
。
な
お
「
増
励
」
は
、

福
井
藩
領
内
で
は
一
八
世
紀
後
半
以
降
、
困
窮
村
の
「
成
立
」
を
は
か
る
べ
く
実
施
さ

れ
た
冬
期
や
夜
な
べ
の
仕
事
で
、
一
九
世
紀
前
半
、
村
の
特
産
物
生
産
な
ど
を
利
用
し

か
な
り
各
地
で
盛
ん
で
あ
っ
た
。
拙
稿「
福
井
藩
後
期
に
お
け
る
農
村
復
興
策
に
つ
い
て
」

（『
福
井
県
史
研
究
』
第
２
号
、
福
井
県
、
一
九
八
五
）
参
照
。

（
56
）
前
掲
注
34
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
２
』
弘
化
三
年
二
月
一
一
日
条
。

（
57
）『
松
平
春
嶽
全
集
』
第
三
巻
（
松
平
春
嶽
全
集
編
纂
刊
行
会
、原
書
房
、一
九
七
三
（「
復

刻
原
本
」
は
一
九
四
二
年
刊
）。

（
58
）
前
掲
注
57
よ
り
「
政
暇
日
記
」
弘
化
三
年
閏
五
月
六
日
～
同
月
一
一
日
条
。

（
59
）
前
掲
注
57
よ
り
「
政
暇
日
記
」
弘
化
三
年
一
〇
月
一
四
日
条
。

（
60
）
前
掲
注
57
よ
り
「
政
暇
日
記
」
弘
化
三
年
一
一
月
六
日
条
。

（
61
）
松
平
文
庫
八
六
六
よ
り
「
弘
化
三
年
丙
午
一
一
月
一
七
日
伺
、
同
月
廿
二
日
発
表
之

写
」。

（
62
）
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
。

（
63
）『
福
井
市
史 

資
料
編
５ 

近
世
三
』（
福
井
市
、
一
九
九
〇
）
三
―
二
―
二
三
四
。

（
64
）
前
掲
注
48
松
平
文
庫
八
四
九
よ
り
「
弘
化
四
丁
巳
年
御
家
老
内
状
」。

（
65
）
松
平
文
庫
八
六
六
よ
り
「
弘
化
四
未
年
三
月
／
過
札
停
廃
帳
」。

（
66
）
前
掲
注
34
『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
２
』
弘
化
四
年
一
一
月
一
六
日
条
。

（
67
）
松
平
文
庫
八
六
六
よ
り
弘
化
四
年
「
主
意
書
」。

（
68
）
松
平
文
庫
八
六
六
よ
り
「
弘
化
五
戌
申
正
月
十
二
日
御
国
許
江
内
飛
脚
を
以
申
越
札

所
停
廃
一
件
内
帳
写
」。

（
69
）
松
平
文
庫
八
六
六
よ
り
（
嘉
永
元
年
五
月
）「
御
札
所
主
法
之
大
意
・
追
加
」。

（
70
）
前
掲
注
48
松
平
文
庫
八
四
九
よ
り
嘉
永
元
年
一
〇
月
一
一
日
「
勝
手
掛
り
天
方
孫
八

口
上
書
」。

（
71
）
前
掲
注
48
松
平
文
庫
八
四
九
よ
り
「
嘉
永
二
年
酉
年
二
月
一
七
日
支
配
頭
へ
御
頼
一

件
」。

（
72
）
松
平
文
庫
八
六
六
よ
り
嘉
永
三
年
三
月
「
天
方
孫
八
意
見
書
」。

（
73
）
松
平
文
庫
八
六
六
よ
り
「
嘉
永
四
年
亥
三
月
御
札
所
よ
り
御
料
本
保
村
陣
屋
へ
懸
合

且
御
届
書
写
（
再
規
定
書
）」。

（
74
）
前
掲
注
５
、
六
〇
三
ペ
ー
ジ
、
表
10
。

（
75
）
前
掲
注
５
、
五
九
七
及
び
六
〇
五
ペ
ー
ジ
。
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